
■

■

究

趾

會

哲

學

の
基

本

問

題

肚
會
封
個
人

の
問
題
を
通
じ
て
の

左
右
田
哲
學

へ
の

一
省
察
ー

南

亮

三

B良

本
稿
は
往
年
左
右
田
博
士
の
指
導
室
に
列
な
り
し
頃
の
、
私
の
貧
し

い
牧
穫
の

旧
つ
で
あ
ろ
。
今
測
ら
ず
も
博
士
の
長
逝
に
逢
ひ
、
本
誌
編
輯
同
入
に

私
に
囑
す
る
に
追
悼
論
丈
の
起
草
な
以
つ
て
し
れ
が
、
博
士
の
命
に
依
り
て
私
の
現
に
衷
念
し

つ
」
あ

る
繁
忙
事
は
到
底
微
力
な

る
私
に
そ
の
絵
暇
な

與

へ
ず
、
未
熟
な
る
醤
稿
な
掲
げ
て
そ
の
貴
な

ふ
さ
が
ざ
る
な
得
ざ
ろ
は
遣
憾
で
あ
る
。

目

次一
、
開

題

杜
會
哲
學

の
基
本
問
題

二
六
五



商

學

討

究

第
・二
借

(
下
)

二
、

杜
會
概
念

と
個

入
概
念

三
、

『
儂
値
杜
會
』

と
入
絡

四

、
債
値

の
艦
系

五
、

結
論

・
『
入
格
償
値
』

と

『
入
格
丈
化
』

二
六
六

肚
會
哲
學
そ

の
も
の
が
果
し
て
、
他

の
諸
哲
學
よ
わ
猫
立
せ
る

一
佃

の
範
域
と
方
法
と
を
有
す
る
や
否
や
は
、
實

の
と

こ
ろ
未
定

の
問
題
で
あ
る
。
固
よ
り
縄
濟
哲
學
が
経
濟
學

の
學
的
根
族
を
研
　撒
す
る
駕
め
に
存
在
す
る
と
云
ふ

が
如
く
、
肚
曾
科
學
批
制
と
し
て
の
杜
會
哲
學
は
存
立
し
得
る
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
、

一
切

の
肚
會
問
題
の
臨

着
撫
を
明
か
に
し
、
肚
會
思
想
の
批
例
者
と
な
り
基
準
と
な
る
の
肚
會
哲
學
、
云
は

団
肚
會
の
理
想
に
關
す
る
形
而

上
學
は
祉
會
科
學
批
割
と
し
て
の
肚
會
哲
學
以
外
に
、
別
個

の
意
義
と
重
要
と
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
從

つ
て

此
の
意
味

に
於
け
る
肚
會
哲
學
の
問
題
を
繹
ね
、
之
れ
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
、
肚
會
問
題
を
研
究
し
枇
會
思
想
を

論
ず
る
竜
の
＼
皆

一
齊

に
、
其

の
研
媛
の
努
力
を
注
ぐ
べ
き
根
本
的
の
課
題
で
あ
る
と
思
ふ
。

然
ら
ば
斯
く

の
如
き
意
味

に
於
け
る
肚
會
哲
學

の
基
本
問
題
は
何
で
あ
る
か
。
余
は
之
れ
に
答

へ
て
、
そ
は
趾
會

劃
個
人
の
問
題
に
他
な
ら
な

い
と
主
張
し
π

い
。
固
よ
う
肚
會
劃
個
人
の
問
題
が
肚
會
科
學

の
出
登
黙
で
あ
る
之
と



9

は

既

に
屡

々
稽

へ
ら

れ

た

と

こ
ろ

で

あ

る

。

例

へ
ば

ジ

ム
メ

ル

は

肚

會

封

個

人

の
問

題

を

以

て

肚

會

學

の
基

本

問

題

と

し

0り
、

左

右

田

博

士

は

肚

會

と

個

人

と

の
概

念

と

意

味

と

を

以

て

吾

が

経

濟

學

の
出

登

黙

で

あ

る
と

し
②
、

ス
ヂ

ー
ア

・
ソ

ム

ロ
③

は

政

治

學

の

、

而

し

て

ゲ

オ

ル

ビ

・
メ

ー

リ

ス
ω

は
倫

理
學

の
基

本

問

題

を

形

成

す

る

と

云

つ

イ

ゐ

る

。

余

は

懐

穴

別

個

の
意

味

に
於

て

肚

會

劃

個

人

の
問

題

は

、
舷

庭

に

所

謂

る

肚

會

哲

學

の

グ

ル

ン
ド

テ

ー

マ
で

あ

る

と

考

へ
る

の

で

あ

る

。

ω

Ω
§

σq
。。
ぎ
墓

ポ
9
巷
魯

鞘

・三

・ヨ

。
・Σ
。σ・
飼

。・
倒ヨ
ヨ
一8
σq
o
α
ω。g
y

§

ρ

②

囚
一凶o}忌
o
Qっ
o畠
2
0
色
畠
琶
畠
白
臼
[℃
目
儲
σ
凶轟
窪

回0
8
り
砕

いO
●

③

oo
二
賃
-留
昌旨
P

O
旨
昌
亭
巷
畠
N
爵
冒
津
ω津
茜
o昌
9
葺
零
7
臼

℃
o蜀
幹
昌

④

0
8
嶺

寓
。臣
潮
津
。
已
。暮

α
自

国
量
ぎ

謹
三
お
曾

お
H。。M
<
。Nぎ
3

㏄
・
<
.

肚

會

は

個

人

を

離

れ

て

濁

立

の
存

在

を

有

す

る

も

の

な

る

か

、

或

は

ま

力

個

人

以

外

に

何

等

客

観

的

な

る

存

在

を

有

せ

ざ

る

竜

の
な

る

か

。

是

れ

既

に

一
個

の
重

要

な

る

問

題

で

あ

る
。

例

へ
ば

リ

ツ

ケ

μ

ト

の

門

弟

に

し

て

克

く

其

の
歴

史

哲

學

を

大

成

し

尤

る

メ

ー

リ

ス
は

、

肚

會

劃

個

人

の
問

題

を

取

扱

ふ

に
當

つ

て

些

の

疑

を

も

懐

く

乙

と

な

く

、

肚

會

と

個

人

と

の
概

念

上

の
匿

別

を

前

提

と

し

、

直

ち

に

肚

會

は
個

人

の
爲

め

に
存

在

す

る

も

の

な

る

か

、

或

は

懐

力

反

封

に

、

個

人

は

肚

會

の
欝

め

に

存

在

す

る
竜

の
な

る

か

を

問

は

ん

と

し
ω
、

京

郡

の
西

田

博

士

は

絶

劃

的

自

由

意

思

の

立

揚

か

ら

、
個

人

的

意

識

の
根

紙

に

一
種

の
肚

會

組

織

を
考

へ
、

斯

く

し

て

肚

會

と

個

人

と

の
間

に

は

融
會

哲
加學
の
基
本

問
贈
魁

噂
二
山
ハ
七



e

商
學
討
究

第
・二
巻

(下
)

聖二
六
入

何
等
客
観
的
有
償
値
的
な

る
匠
別

な
し
と
論
ぜ
ら

る

㌧
㈲
。

①

P

客
o露
凶3
こU
凶o
寓
o臥
oげ§
αq
N乱
。。9
窪

臣
ロN。ぎ
o昌。・号

戸
0
6ヨ
o団窃
o冨
津
.帆
(H
う西oq口"
目ゆ沁いリ
ヒ6
畠
.
×
一鳩鵠
O⇒
目)

②

西
田
幾
太
郎
稿
、
壮
會
と
個
人
(哲
學
研
究
大
正
十
一
年
四
月
第
・七
十
三
號
)(大
正
十
二
年
刊
『藝
術
と
道
徳
』
に
牧
む
)

固

よ
り
吾
等

は
肚
會
が
軍

に
多
く

の
個
人

の
集
團
π
る
が
故

に
慣
値

を
生
ず

る
と

云
ふ
の
で
も
な
く
、
ま

だ
心
理

的
個
人
が
直
ち

に
有
償

値
的
な
る
肚
會

の
基
礎
と
な
る
と

の
説

に
満
足
す

る
竜

の
で
も
な

い
。
さ
う
な
が
ら

一
面

、

肚
會
甥
個
人

の
關
係
を
以

て

一
切

の
肚
會
哲
學

の
基
本
問
題
と
す

る

の
前

に
、
更

に
其

の
根
本

に
遡
り

て
、
肚
會
と

個
人
と

の
概
念
を
考
究

す
る

の
必
要

を
戚
じ
、
而
し

て
他
面

、
絶
封
的
自

由
意

思
若

し
く
は
唯
心
論
的
形

而
上
學

に

最
後

の
安
静
黙
を
求

め
得
ず
し

て
、
個

人

の
ほ
か
に
何
等

か
の
意
味

に
於

け
る
有
債
値
的
な

る
肚
會
を
想
定
せ
ざ
る

を
得

な

い
吾
等
は
、
先

づ
肚
會
と
個
人
と
が
概

念
上
如
何

な
る
決
定

と
匪

別
と
を
受
く
べ
き
や
を
問
は
な
け
れ
ば

な

ら

澱
。
之
れ
が
本
篇

に
於
け
る
第

一
の
問
題
で
あ
う
、
而
し

て
叉

、
第

二
の
問
題

へ
の

フ
オ
ァ

ァ
ル
バ
イ

ト
カ
る
も

の
で

あ
る
。

一

然

ら
ば
斯
く

の
如
き
概
念
的

の
規
定
と
匠
別
と
を
受
け
π

る
肚
會
と
個
人
と

は
如
何
に
交
渉
し
、
ま

允
調

和
す

べ

き

か
。
換
言
す
れ
ば
個
人
と
群
衆
、
個
人
と
團
膿

、
否
な

一
般

に
肚
會
と

の
關
係
は
如
何

に
解
す

べ
き

か
。

之
れ
が

本
篇

に
於

け
る
第

二
の
、
而
し
て
ま
控
終
局

の
問
題
で
あ

る
。
實
際
上
之
れ
に
關
聯
し

て
吾
等

に
其
の
解
決
を
迫

り



來

π

る

べ
き

事

實

問

題

は

決

し

て

一
二

に

と

Ψ
唆

ら

な

い
。

否

な

一
切

の

肚

會

問

題

は

究

極

の
解

明

を

蝕

庭

に
求

む

べ

き

で

あ

る
ω
。

④

左
右
田
喜

一
郎
著
、
丈
化
債
値
と
極
限
概
念
、
大
正
十

一
年
刊
、
五
〇
頁
蓼
照

例

へ
ば
肚
會

の
利
盆
と
個
人

の
利
盆
と
は
如
何

に
し

て

一
致
す

べ
き
や

の
問
題

は
其

の

一
で
あ

る
。
固
よ
b
絶
劃

的
自
由
意
思

の
立
場

よ
り
す
る
西
田
博
士

の
如
く
ω
、

肚
會
と
個
人
と

の
間

に
何
等
客
観
的

・
有
慣
値
的
な
る
匠

別

な
し
と
考

ふ
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
從

つ
て
叉
、
自

己
を
愛
す

る

こ
と

が
他
を
愛
す

る

こ
と
で
あ
う
、
他

を
愛
す
る

こ

と
が
自

己
を
愛
す

る

こ
と
で
あ

る
と

の
論
構

に
満
足
し
得

な

い
吾
等

は
、
必
然
的

に
此

の
問
題

に
逢
着

せ
ざ

る
を
得

な

い
の
で
あ

る
。
然

し
な
が
ら
既

に

一
度

び

カ
ン
ト
の
洗

禮
を
受
け
π
る
吾
等

は
、
最
早
や
此

の
聞

の
矛

盾
を
去

り

調
和

を
立

つ
る
に
於

て
、
紳

よ
り

の
豫
定
調
和
を
説
く

ラ
イ
ブ

ニ
ツ
ッ
、
乃
至
は
個
人

的
利
盆

の
追
求

の
結
果
は
自

然
的

に
或

は
寧
ろ

必
然
的

に
肚
會

の
利
盆
に
合
致
す

べ
し
と
説
く

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
㈲
に
、
多
大

の
敬
意
を
表
し

つ
＼

竜
猶
ほ
吾
等

の
學
的

。
理
論
的

の
要
求
を
満
足
せ
し

め
得

べ
く
竜
な

い
。
然

ら
ば
吾
等

は
肚
會

の
利
盆
と
個
人

の
利

盆
と
が
、
永
久
に
合
致
す
る

こ
と

な
き

二
個

の
竿
行
線
と
観
ず

る
に
於

て
、
唯
物
論
史

の
著
者
と
し
て
、
ま

π
現
代

に
於
け
る
濁
逸

マ
ー
ル
ブ

ル
ビ
學
派

の
襲
生
を
促
し
カ
る
肚
會
思
想
家
と

し
て
著
名

な

る

エ
フ

・
ア

・
ラ

γ
ゲ
と
共

に
、

『
偉
大
な

る
肚
會
的
理
想

の
下
に

エ
ゴ
イ
ズ

ム
ス
を
屈
服

せ
し

め
、
祉
會
生
活
に
於
け

る
人

間

の
完
成

を
新

し

社
會
哲
學
の
基
本
問
題

二
六
九



商

學

甜

究

第

二
巻

(
下
)

二
七
〇

き

目
標
と
し

て
、
軍

に
個
人
的
な

る
利
盆
を
追
求
す

る
小
息

み
な
き

努
力

に
代
ふ
る
に
あ

ら
ず

ん
ば

、
新

し
き
時
代

は
到
底
凱
歌

を
奏
せ
綴
で
あ
ら
う
』
ω

と
嘆
ず

べ
き

か
。
或

は
ま

力
阯
會
的
目
的
論

の
立
場
よ
う
、

二
個

の
卒

行
線

の
無

限

の
延
長

に
於

け
る

一
致

を
想

ふ
に
於

て
、
吾
が
左
右
田
博

士
と
共

に
、
肚
會
と
個
人
と
は
寧
ろ
自

己
目
的
其

れ
自

か
ら
と

し
て
の
人
類

に
考

ふ
べ
き

二
個

の
方
面
で
あ

る
と
し
ω
、

此

の
雨
者
が
櫨

つ
て
以
て
係

は
ら
し

め
ら

る

る
と

之
ろ

の
文
化
償

値
並
に
創
造
者
慣

値

の
相
互
間

に
於
け
る
認
識
論
的
關
係

に
基
づ

い
て
各
般

の
肚
會
問
題
は
究

極
的

に
解
明
さ

れ
得

べ
き
も

の
、
而
し

て
叉

さ
れ
ざ
る
べ
か
ら
ぎ

る
も

の
と
主
張
す

べ
き

か
⑤
。

或

は
ま
π

二
個

の

直
線
的
進
展
と

は
見

る
こ
と
な
く

、
云
は

思
積
極

・
消
極

の
爾
極

よ
う
す

る
集

中
的
、
若
し
ゃ
は
螺
線

的

の
賢
展
と

考

ふ
る
に
於

て
、
吾
等
は

マ
ー
ル
ブ

ル
ビ
學

派
の
大
成
者
π
る

メ
ゥ

ル

・
ナ

ト
ル
ブ
と
共

に
、
肚
會
と
個
人
と
を
背

反
的
な
る
劉
立
と
考

ふ
る
乙
と
な
く
、
常

に

一
個

の
、
而
し

て
永
遠

に
成

生

の
過
程
を
追
う

て
止
ま

ざ
る
と

こ
ろ

の

イ
デ

ー
と
し

、
此

の
肚
會

の
究
極
的
な

る
理
想
的
中
心
黙
は
正
に

『
申一耶
』
と
解

せ
ら
べ
き
も

の
と
観
ず

べ
き

か
⑤
。

蓋
し
吾
等

の
沈
思
熟
考
を
重

楓
べ
き
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら

澱
。

ω

西
田
幾
太
郎
、
前
掲
論
丈

(
哲
學
研
究
七
十
三
號
).
三
九

一
頁

②
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'

ω

左
右
田
喜
一
郎
稿
、
デ
レ
オ
ロ
ギ
ー
考
察

(思
想
、
大
正
十
二
年
一
月
號
)
入
○
頁

⑧

左
右
田
喜

一
郎
著
、
丈
化
償
値
と
極
限
概
念
、
大
正
十
】
年
刊
一
五
〇
頁

⑥

屈
三
署
象
o壱
℃
一a
三
忌
=3
ロ&

O
。葺
。冒
巴
蜀
3

}o昌
帥
同紀
♂
ロ謄ψ
いー
ρ

・

-

ま
た
個
人
間

の
、
乃
至
は
肚
會

へ
の
個
人

の
服
從
犠
牲

は
之
れ
を
如
何

に
解
す

べ

き

や

の

問
題

は
其

の
二
で

あ

る
。
近
時
肚
會
奉
仕
な

る
語

の
流
行
に
連

れ
て
、
第

二
十
世
紀

の
理
想
を
以

て
個
人

の
肚
會

的
貢
献

に
在
り
と
し

、

京

郡

の
財
部
博

士
は
、
肚
會

奉
仕
を
義
務
と
観
ず

る
以
上

に
報

恩
と
観
ぜ
し

め
、

『
身

の
π

め
に
君
を
思

ふ
は

二
π

心

、
君

の
完

め
に
ぞ
身
を
ば
忘
れ
て
』

と
う
カ

へ
る
大
楠
公

の
詠

の
如
く
、
菅

に
軍
律

に
強

ひ
ら
る

㌧
が
駕

め
の
み

な
ら
ず

、
自
憤
克
く

君
の
爲

め
、
國

の
爲

め
、
砒
會

の
爲

め
身

を
忘
る

＼
の
途

を
知

る
べ
し
と

て
、
肚
會
奉

仕

・
自

己
犠
牲

を
論
ぜ
ら
る

㌧
ω
。

さ
う
な
が
ら
既

に

カ

ン
ト
の
人
格
主
義

の
道
徳
を
學

び
、
更

に
丈
化
慣

値
實

現

の
過
程

と

し

て
何
人
と
錐

竜
各

々
特
殊

の
地
位

を
輿

へ
ら

る
べ
し
と
す

る
所

謂
る
文
化
主
義

の
立
場

よ
か
、
其
中

の
人
格

の

或

る
も

の
に
封
す

る
絶
封

の
服
從

、
絶
樹

の
犠
牲
を
要

求
す

る

の
先

天
的
理
由
あ

う
得
ざ
る

こ
と

を
左
右
田
博
士

②

に
依
り
敷

へ
ら
れ
π
る
吾
等

は
、
斯
く

の
如
き
無
意
義

な
る
、
而
し

て
ま

π
何
等

の
學
的
根
振

を
有
せ
ざ

る
個
人
聞

の
、
乃
至
は
肚

會

へ
の
服
從

・
犠
牲

の
敷

へ
に
満
足
し
得

べ
く
も
な

い
。
愛
と
犠
牲
と
服
從
と

の
敷
を
説
き

、

『
人

そ

の
友

の
た
め
に
己

の
命
を
摺

つ
る
は
之
よ
わ
大
な

る
愛

は
な
し
』
ω

と

敷

へ
た
基
督
で
さ

へ
も
、
高
き
香
膏
を
基

督

の
足

に
注
げ

る

マ
リ
ァ
を
見

て
、
此

の
香
膏

を
何

ぞ
銀

三
百

に
責
う

て
貧

し
き
者

に
施

さ

冒
る
や

、
と
云

へ
る
イ

祉
會
哲
學
の
基
本
問
題

、

二
七

】
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二
七

二

か

ム

ス
カ
リ
オ
テ
の

ユ
ダ
の
詰
問

に
封

し
て
、

『
彼

に
與
は

る
勿
れ
、
我
が
葬
り

の
日
の
カ
め
に
之
を
貯

ヘ
カ
リ
。
貧

し

き

者

は
常

に
汝
等
と
共

に
あ
れ
ど

我
は
常
に
汝
等

と
共

に
在

ら
ず
』
ω

と
苦

し

い
答
辮

を
な
し
カ
で

は
な

い
か
。
吾

等

は
基
督

の
言
葉
に
も
卒
等

思
想

の
宇
面

を
窺

ひ
、
鼓
庭

に
領

値
哲
學
的

の
意

味
を
す
ら
認

め
得

る

の
で
あ

る
。
然

る
に
人
格

の
債
値
を
奪
重

す
る

の
蝕
う

、
偉
大
な

る

一
個

の
人
格

の
儒

め
に
は
多
数

者
を
犠
牲

に
す

る

乙
と
を
す

ら

是
認

し
、
斯
く

て
貴
族
主

義
的
な

る

ニ
イ
チ

エ
の
道
徳

に
も
相
當

の
理
由

を
認

め
む
と
す

る
人

(
西
田
博
士
)
④

あ

る

に
於

て
、
且

つ
は
左
右
田
博
士
が
、
各
人
が
此

の
世

に
生
き
得

べ
き
唯

一
の
存
在
理
由
と
し

て
或

る
債

値
實

現
の

過
程
と
し

て
、
凡
て
の
人
格

は
其

の
各

々
の
庭
を
占

め
得

べ
き

も

の
で
あ
り

、
或

る
超
越

的
慣
値

に
劃
す
る
竜

の
と

し

て
は
、
各
人
格
は
代
置

し
得

べ
か
ら
ざ
る
其
れ
自
身
固
有

の
地
位
と
重
要
と

を
有
す

る
竜

の
と
し

て
見
ら

る
べ
き

も

の
で
あ

る
働

と
説
か
れ
な
が
ら

、
『
償

値
の
燈

系
』
に
於

て
は
所
謂
る
創
造
者
慣

値

の
尊
嚴
を
高
調
し
、
鼓
庭

に
個

人

の
意
義

は
鑑
く
ω

と
論
ぜ
ら
る

＼
に
於

て
、
慣

値

の
創
造

に
墾
輿

し
得

ぎ

る
家
庭
に
於

け
る
妻

の
地
位

、
四
+
年

間
稀
代

の
學
的

天
才
に
仕
侍

し
た
る
名

も
な
き

一
ラ

ン
ペ
、
其

の
他
多
く

の
非

創
造
的
な

る
、
否
な
、
他

に
服
從
し

仕
侍
す

る

こ
と

に
依
り

て
天
才
を
し

て
天
才
尤
ら
し
め
、
創
造
者
を
し
て
創

造
者
π
ら
し

め

つ
＼
あ

る
と

乙
ろ

の
無

歎

の
群
衆

の
、
存
在

の
理
由
と

歴
史
的

の
意
味
と

は
、
之
れ
を

如
何

に
解
す

べ
き

か
。
余

は
心
窃
か

に
之
れ
を
疑

ひ
、

而
し

て
自

か
ら
肚
會
思
想

の
批
判
者

禿
う
基
準

虎
う
と
稻

へ
つ
＼
あ

る
文
化
主
義

(
左
右
田
博
士
)

の
到
底

一
個

の



,

貴
族
主
義

に
瞳
し
終
る
な
き
や
を
思
は
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
服
從
と
犠
牲
と
は
余
に
と

つ
て
は
解

決
を
急
ぐ
べ
き
甚
だ
重
要
な
る
問
題
に
他
な
ら
澱
の
で
あ
る
。

(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)

財
部
静
治
稿
、
個
入
と
團
饅
と
の
關
係

(
経
濟
論
叢
大
正
十
二
年

一
月
號
)
肇
照

左
右
田
喜

一
郎
著
、
丈
化
債
値
と
極
限
概
念
、
大
正
十

噌
年
刊
、

一
三
-

一
四
頁

約
翰
傳
第
十
五
章
第
十
三
節

約
翰
傳
第
十
二
章
第
五
-
八
節

西
田
幾
太
耶
、
前
掲
論
交
、

二
二
頁
塗
照

左
右
田
喜

】
耶
、
三
前
掲
書
、

一
〇
ー

一
一
頁

同
上
、

一
七
〇
頁

更

に
叉

、
人
格

の
自
由
叉
は
個

性

の
創
造
と
肚
會
と

の
關
係

は
如
何

に
解
す

べ
き

や

の
問
題

は
其

の
三
で
あ

る
。

此
の
問
題
も
亦

た
前

二
佃

の
事
實
問
題
と
關
聯
し

て
、
其

の
究
極
的
解
繹

の
分

る

㌧
は
、

一
に
肚
會
と
個
人
と

の
概

念
と
意
味

と
を
如
何

に
解
す

べ
き
や

に
因

つ
て
然

る
も

の
で
あ

る
。
肚
會
は
個
人

の
爲

め
に
存
在
す

る
と

云
ふ

ニ
イ

チ

エ
に
と

つ
て
は
、
大
衆

の
丈
化
、
否
な

一
般

に
肚
會

の
傾

値
は
否
定

せ
ら
れ
、
個
人

の
自

由

の
み
高
調

せ
ら

る

＼

で
あ
ら
う
。
然

る
に
個
人
を
以

て
有
機
禮

π
る
砒
會

の

一
員
と
し
、
個
人

は
肚
會

の
駕

め
に
の
み
存
在
す
と
説
く

コ

ム
ト
に
と

つ
て
は
、
個
人

の
自
由

、
個
性

の
創
造

は
否
定
せ
ら
れ
ざ
る
を
得

な

い
で
あ
ら
う
ω
。

近
く
は

ル
ゥ

ソ
オ

の
思
想
を
享
け

て
、
ギ

川
ド
肚
會
主
義

の
基

礎
付

け
を

企
て

つ
、
あ

る

ジ
イ

・
デ
イ
・
エ
ツ
チ
・
コ
ー
ル
は
先
づ
自

由

肚
會
哲
學
の
基
本
問
題

二
七
三
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二
七
四

を

二
種
別
し
、

一
は
純
粋

の
個
人
に
馬
す

る
も

の
、
他

は
個
人

が
其

の
成

員
π
る
と

こ
ろ

の
諸
種

の
肚
會

に
厨
す

る

も

の
、
即
ち
、
云
は

讐
前
者
は
本
來

の
個
人
的
自
由
で
あ
わ
、
後
者

は
肚
會
的
自

由
で
あ
る
と
し
、
其

の
何

れ
も
が

肚
會

に
於

け
る
機
能
的
民
主
主
義

の
組
織

に
依

つ
て
、
内
的
に
ま

力
外
的

に
、
自

由

に
毅

現
せ
ら

る

＼
こ
と

を
得
べ

く

、
而
し

て
肚
會
は
斯
く

の
如
き
機

能
的
組
織

に
基

づ
き

て
構
成
せ
ら

る
べ
き

も

の
、
結
局

肚
會

は
個
人
あ

る
に
よ

わ

て
存
立
し
、
而
か
竜
個
人

の
駕

め
に
、
詳
言
す

れ
ば
肚
會
は
目
的
そ

の
竜

の
と
し

て

く
な
く

、
輩

に
個
人

の
自
由

の
駕

め
の
手
段
と
し

て
の
み
存
在
す

る
も

の
な

る
が
故

に
、
其
れ
を
構
成
す
る
と

こ
ろ

の
個
人

の
意
思
を
超
越
し
得

べ
か
ら
ず
と
説

く
の
で
あ

る
②
。

然
し
な
が
ら
斯
く

の
如
き
思
想
は

コ
ー

エ
ン
に
於

け
る
所
謂

る
彩

桝
び
制
断

に
と

ア

ル
バ
イ

ト

ど
ま
血

て
、
未
だ
全
く
全
性

の
制
断

を
解

し
得
ざ
る
も

の
な
う
と

の
論
難
⑧

に
侯

つ
ま
で
も
な
く
、
そ
が
純
然
た
る

経
瞼
論

に
立
脚
し

て
、
経
鹸
的
個
性
又

は
心

理
學
的
個
人

の
集
合
が
直
ち

に
肚
會
を
形
成
す

る
竜

の
と
考

ふ
る
黙
に

於

て
、
吾
等

は
批
判
主

義
的
慣
値
哲
學

の
立
揚

よ
り
之
れ
を
批

難
せ
ざ

る
を
得
な

い
。
本
問
題
に
關
し

て
は
、
余

は

寧

ろ
ウ
ヰ

ン
デ

ル
パ
ン
ド
ω

リ
ツ
ケ

ル
ト
④

等
と
共

に
、
肚
會
を
超
人
格
的
な
る
竜

の
、
個
別
的
主
観

を
超

え
て
存

立
す

る
竜

の
と
解
す

る
に
於

て
、
愈

々
其

の
究
明

の
切
要
な

る
を
戚
ず

る
も

の
で

あ
る
。
殊
に
他

に
超
出
し
カ
る
偉

大

な
る
個
性
、
天
才
と
肚
會
と
が
如
何

に
し

て
調
和
す

べ
き
や

は
本
問

に
關
聯
し

て
考

ふ

べ
き

重

要

な

る

問

題

で

あ

る
。
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其

の
他

数

へ
來

ら

ば

吾

等

の
解

明

を

侯

つ
問

題

は

多

々
あ

る

で

あ

ら

う

。

而

か

も

余

の

信

ず

る

庭

に

し

て
過

ち

な

く

ん

ば

、

其

の
究

極

の
解

繹

は

結

局

、

肚

會

劃

個

人

の
問

題

に

蹄

す

る

の
で

あ

る

。

近

世

、

殊

に

十

入

世

紀

以

降

、

『
肚

會

』

が

問

題

の
中

心

黙

と

な

・9
、

他

面

、

現

代

の

哲

學

に
於

て

『
個

性
』

が

問

題

の
核

心

を

形

成

す

る

に

於

て

、

肚

會

封

個

人

の
問

題

は

愈

々
其

の
重

要

の
度

を

加

ふ

る

に

至

つ
控

。

ナ

ト

ル

ブ
が

彼

れ

自

か

ら

告

自

せ

る

が

如

く

0り
、

肚

會

封

個

人

の
問

題

は

輩

に

哲

學

に

始

ま

る

も

の

に
あ

ら

ず

し

て

日
常

生

活

に

附

着

し

、

斯

く

し

て
彼

れ

が

從

來

登

表

せ

る

著

書

、

論

文

、

並

に

日

々
参

與

し

つ

＼
あ

る
と

こ
ろ

の

民

衆

及

び

個

人

の
敷

養

、

學

校

問

題

、

青

年

蓮

動

等

の

意

義

竜

要

す

る

に

此

の
問

題

に

他

な

ら

な

か

つ
π

の
で

あ

る
。

斯

く

て

肚

會

劃

個

人

の

問

題

は
菅

に

肚

會

科

學

の

出

登

黙

π

る

の

み

な

ら

ず

、

實

に
肚

會
問

題

の
昂

着

勲

を

示

し

、

肚

會

思

想

の
批

割

者

力

う

基

準

π

る

吾

が

肚

會

哲

學

の
出

螢

黙

で

あ

ウ

、

同

時

に

其

の
基

本

問

題

で

な

け

れ

ば

な

ら

漁
。

肚

會

哲

學

は

蝕

庭

に

其

の
固

有

濁

自

の
問

題

を

得

て

、
自

か

ら

の
腱

系

を

樹

立

し

、

斯

く

し

て

、

趾

會

問

題

の
解

決

に
從

ひ

つ

＼
竜

未

だ

哲

學

を

有

せ
ず

肚
會
哲
學
の
基
本
問
題

二
七
五



商

學

討

究

第

二
巻

(
下
)

と
歎

じ

つ
＼
あ

る
耐
會
政
策
㈲

に
哲
學

的
根
篠

を
與

へ
得

る
で

あ
ら
う
。

ω

恒

冨
讐
o
壱
層
ぎ
山
才
茜
巷
日

ロ
ロ
ユ

O
o
ヨ
o
ぎ
ψ
。
鍔

hご
同
o
冨

H℃
N
ご

¢

い
・

②

幅
田
徳

三
著
、
社
會
政

策
と
階
級
圖
争

大
正
十

一
年
刊
、

三
六
頁

勢
照

二
七
六

二

 

肚
會
と
個
人
と
が
如
何
な
る
關
係

に
立

つ
や

の
問
題

を
考
察

す

る
に
際
し

て
は
、
吾
等
は
先
づ
其

の

フ
オ
ア
ァ

ル

パ
イ

ト
と
し

て
、
肚
會
と
個
人
と

が
如
何
な

る
概

念
上

の
決
定
と
囁
別
と

を
受
く
べ
き

や
を
考
究

し
な
け
れ
ば
な
ら

澱
。
肚
會
問
題

の
中
心
と
な
れ
る

『
肚

會
』

が
謂
は
ゆ

る
近
世

に
於

け
る
螢
見
eり
に
か

＼
る
も

の
な
り
と
す

る
も

、

既

に
希
騰

の
昔

ア
リ

ス
ト
テ

レ
ー
ス
が

『
人
間

は
肚
會
的
動
物
な
う
、
生
れ
な
が
ら

に
し

て
肚

曾
を
造

る
』
と
溢
破

し
て
以
來
此

の
問

題
は
、
幾
多
優

れ
カ
る
思
想
家

の
頭
腸
を
支
配
せ
ず

に
は
巳
ま
な
か

っ
π
。
而
か
も
其

の
結
果

は

唯
だ

、
此

の
問
題

の
困
難
な

る
を

一鳳層
痛
切

に
戚
ぜ
し

む
る
に
過
ぎ
な
か

っ
た

の
で
あ
る
②
。

例

へ
ば
幅
田
博

士
は

肚
會
を
以

て
規
定

し
得

べ
か
ら

ざ

る

も

の
、
即
ち

『
無
限

に
擬
大
し
行
く

国
ヨ
器

巷

α
9
三
「σ
輿
。。。』
㈹

で
あ

る
と

し
、
ま

π
皮
相
な

る
多
く

の
祉
會

親
察
者

は
肚
會
を
以

て
二
人
若
く

は
其
れ
以
上

の

も

の

＼
結
合
な
う
と
定
義
す

る
。

而
か
も
吾
等

は
肚
會
を
斯
く
解
す

る
に
於

て
は
、
論
者
自
か
ら
肚
會
現
象

を
正
當

に
解

繹
し
得
だ
り
と
信

じ

つ

亀



●

つ
あ
る

に

拘

ば

ら

ず

、
不
幸

に
も
其

の
所
説

か
ら
何
物
を
も
學

び
得

な

い

の

で

あ

る
ω
。

然
ら
ば

吾
等

は
肚
會

(Ω
8
・
一一8
冨
津
)
を
以

て
、
從

つ
て
懐

力
個
人

(ぎ
岳
鼠
色
琵
B
)
を
以

て
、
如
何
な
る
も

の
と
解
す

べ
き

か
。

ω

幅
田
徳
三
著
、
融
會
政
策
と
階
級
翻
箏
、
大
正
十

一
年
刊
、
第
山
章
塗
照

②

ω
巳
ρ
O
o5

暮
山
を
03

↓
儲
げ
冒
げq
魯

お
o
P
oQ
・
い轟
●

㈲

輻
田
徳
三
、
前
掲
書
、
・
五
五
頁

④

駈。
。
量

勲
螢
.
ρ

Q。
.
い
い・

肚

會

と

個

人

と

の
概

念

と

意

味

と

を

考

究

す

る

に
當

つ

て

、

先

づ

吾

等

の

親

野

に

入

う

來

控

る

べ
き

竜

の

は

ア

ウ

ギ

ユ

ス

ト

・

コ

ム
ト
ω

で

あ

る

。

コ
ム

ト

に

從

へ
ば

肚

會

は

一
個

の

有

機

禮

(○
『σq
即
巳
ω
ヨ
ニ
・。)
で

あ

り

、

個

人

は

其

れ

を
組

織

す

る

一
個

の
細

胞

で

あ

る

。

從

つ

て

縦

し

ん

ば

其

の
肚

會

に

、

他

に
超

出

し

π

る

人

格

あ

り

と

す

る
竜

、

そ

れ

は

肚

會

の

一
肢

膿

(〇
一=
(甲
一…O
ユ
)
叉

は

道

具

と

し

て

引

下

げ

ら

る

㌧
。
云

は

璽
個

人

は
種

々
な

る

働

作

の
中

福

に

他

な

ら

な

い
。

個

人

は

肚

會

的

相

制

作

用

の

所

産

で

あ

う

、

其

れ

自

か

ら

は

何

も

の

を

竜
齎

ら

し

得

ず

、
ま

た

其

れ

自

か

ら

は

何

の
意

味

を

竜

有

し
得

な

い
。

個

人

は

肚

會

の
所

産

で

あ

る

と

同

時

に

、

其

の
時

代

の
所

産

で

も

あ

る

。

斯

く

し

て

コ

ム
レ

は

愛

他

主

義

、

同

情

と

愛

と

を

力

説

し

、

肚

會

へ
の

融

合

と

蹄

入

と

を

悠

漁

す

る

。

人

格

は

肚

會

の

一
機

關

で

あ

つ

て

其

れ

以

上

の
竜

の

で

は

な

く

、

ま

π

個

人

生

活

は

肚

會

に

無

條

件

に
奉

仕

さ

る

べ

き

も

の
で

あ

る

。

從

つ

て

コ

ム

ト

に

よ

れ

ば

、

特

に

愛

他

的

本

能

の
婁

展

し

つ

＼
あ

る

も

の
と

見

ら

る

べ

き

婦

人

と

プ

ロ

レ
タ

リ

肚
會
哲
學
の
基
本
問
題

二
七
七



商

學

討

究

第

二
巻

(
下
)

二
七
八

ア

と

は

、

將

來

必

ら

ず

優

支

配

的

地

位

を

占

む

る

に

至

る

べ

し

と

の

結

論

㈲

と

な

る

の

で

あ

る

。

然

し

な

が

ら

若

し

竜

斯

く

の

如

き

説

が

正

し

い

と

す

る

な

ら

ば

、

吾

等

は

如

何

に

し

て

天

才

と

英

雄

、

聖

者

と

豫

言

者

と

の

、

意

味

と

重

要

と

を

解

し

得

る

で

あ

ら

う

か

。

若

し

も

個

人

が

肚

會

と

時

代

と

の

所

産

に

他

な

ら

な

い
な

ら

ば

吾

等

は

如

何

に

し

て

、

肚

會

革

命

家

の

偉

大

な

る

事

業

と

人

格

の

意

味

と

を

認

め

得

る

で

あ

ら

う

か

。

コ

ム

ト

の

所

説

が

生

物

學

的

の

比

論

(2

巨

。
σq
δ
)
に

基

づ

き

、

從

つ

て
自

然

科

學

的

概

念

構

成

に

と

璽
ま

る

も

の

な

る

に

於

て

は

、

歴

史

生

活

の

認

識

興

味

よ

り

、

固

有

の

竜

の

、

濁

自

的

の

も

の

、

特

性

的

な

る

も

の

を

尊

重

せ

む

と

す

る

吾

等

を

、

到

底

満

足

せ

し

め

能

は

ざ

る

べ

き

は

云

ふ

ま

で

も

な

く

、

如

何

に

彼

れ

が

祉

會

へ
の

個

人

の

融

合

と

蹄

入

と

奉

仕

と

を

曾

重

す

る

こ

と

に

依

つ

て

婦

人

と

プ

ロ

レ

タ

リ

ァ

と

の

文

化

の

成

生

を

豫

想

す

る

に

し

て

も

、

夢

よ

う

竜

淡

き

望

み

を

彼

等

に

抱

か

し

む

る

の

ほ

か

、

何

等

の

光

明

を

竜

現

代

の

肚

會

問

題

に

與

へ
得

な

い
で

あ

ら

う

㈲
。

ω

鋭

6
0
ヨ
5

Q自o
鉱
9
0
呪
。"
山
2
ヨ
9
0
q
。σ
o話
①冒
ロ
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"
ヒ6
島
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い
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〉
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ド
}o壼

お
Nい
・

②
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冨
"
b
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bd
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琶
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O
ψ鴇
一W自
●
〉ハ圃樋
寓
O
hけ
困)
ω
ω
.
鴇
-
い
N

肇
照

③

メ
ー
リ
ス
は
自
然
科
學
的
概
念
講
成
が
赴
會
問
題
な
満
足
ぜ
し
め
得
な

い
所
以
な
論

じ
て
次
の
如
く
云
つ
て
ゐ
ろ
。
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コ
ム
ト
の
自
然
科
學

的
肚
會
観
を
離

れ
て
、

一
歩

を
吾
が
歴
史
科
學

に
進

め
む
と
試

み
π
る

は
、

ジ

ム
メ
ル
ω
と

シ
ユ
タ

ム
ラ

ー
㈲
で
あ

る
。

ジ
ム
メ
ル
は
肚
會

の
意

味
を
論
ず
る
に
あ

た

つ
て
、
先
づ
個
人

の
意
味

よ
う
始

め
、
個

人
は

一
の
統

一
(露

昌
冨

δ

で
あ

う
、
多
機
な

る
要
素

の
総
額

(QQ
琵
毒

・)
で
あ
6
所
産

(中
。
飢
鼻
梓)
で
あ
う
、
而
し

て
生
物
學
的
に
之
れ
を
組
織
す

る
と

こ
ろ

の
諸

部
分

は
各

々
濁
立

せ
る
存

在
を

有
す
る
も

の
と
観

じ
、
而
か
竜
斯
く

の
如
き

有
機
的
統

一
禮
と
し

て
の
基
礎

を
部
分

間

の
相

制
作
用

(≦
N8
算
。
写
三
・呂
σq
)
に
置

か

む

と

す

る
。
斯
く
し

て

ジ

ム
メ
ル
は
肚
會

の
統

一
を
も
、
其

の
之
れ
を
組

織
す

る
部
分
間

の
相

制
作
用
を
以
て
説
明

せ
む
と
す

る

の
で

あ

る
ω
。

然

る
に

シ
ユ
タ

ム
ラ

ー
は

ジ
ム
メ
ル
の
所
説

を
以

て
未
だ

全
く
自
然
科
學
的
観
察

よ
り
離
脱
し
得

ざ
る
も

の

と

し
、
專
ら
形
式
的
方
面
よ
り
肚
會
概
念
を
規
定
し

よ
う
と
す

る
。
即
ち

シ

ユ
タ
ム
ラ

ー
に
依

れ
ば

、
肚
會
生
活
は

ジ

ム
ズ
ル
に
於

け
る
が
如
き
個
人
間
に
内
的

に
磯
出
す

る
と

こ
ろ

の
相
制
作
用

に
依
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
寧

ろ

、
外

的

に
規
定

さ
れ
た
人
間

の
共

同
生
活
で
あ

る
ω
。

ジ
ム
メ
川
に
於

け
る
中
心
思
想
が
個
人
間

の
相
制
作
用

に
在
る
に

反
し

て
、

シ

ユ
タ

ム
ラ

ー
の
そ
れ
は
外
的
規
定

(曽
。
ζ
。。。・・
「・
寄

σq
色
暮
αq
)

に
在

る
の
で
あ

る
。
き
り
な

が

ら
吾
等

は

左
右
田
博

士
と
共

に
㈲
、

一
方

ジ

ム
メ
ル
に
關
し

て
は
、
個

人
間

に
於

け
る
相
制
作
用

を
基
と

し
て
胱
會
概

念
を
決

定

す
べ
し
ど
す

る
に
於

て
は
、
先
づ
第

一
に
個
人
な

る
も
の
が
其
れ
自

か
ら
完
結

せ
る

一
個

の
統

一
髄

と
し

て
考
察

さ

る

＼
こ
と

を
要

し

、
從

つ
て
個
人
概

念
は
既

に
論

理
的

に
肚
會
概

念
を
前
提
と

し
、
斯

く
し

て
胱
會
を
前

提
す

る

赴
會
哲
學
の
基
本
問
題

二
七
九



商

學

討

究

第

二
巻

(
下
)

二
八
〇

乙

と

な

く

し

て

は

、

統

一
膿

と

し

て

の

個

人

、

肚

會

の

出

登

黙

と

し

て

の

個

人

を

到

底

思

惟

し

得

べ

か

ら

ぎ

る

竜

の

な

う

と

の

意

に

於

て

、

而

し

て

他

方

シ

ユ

タ

ム

ラ

ー

に

關

し

て

は

、

却

つ

て

ジ

ム

メ

ル
が

之

れ

に

論

駁

を

加

ヘ
カ

る

如

く

⑥
、

其

の

所

謂

る

外

的

規

定

が

軍

に

諸

部

分

の

相

制

作

用

の

所

産

π

る

に

過

ぎ

ず

、

而

か

も

斯

く

の

如

き

外

的

規

定

が

内

的

に

費

出

す

る

も

の

に

あ

ら

ず

と

す

る

に

於

て

は

、

既

に

個

人

以

外

に

存

在

す

る

と

こ

ろ

の

一
主

禮

、

即

ち

肚

會

の

存

在

を

前

提

と

し

、

斯

く

し

て

彼

れ

も

亦

力

肚

會

概

念

の

決

定

に

あ

た

つ

て

一
個

の

論

理

的

誤

謬

に

階

亜

、

ま

力

左

右

田

博

士

の

評

さ

れ

た

る

が

如

く

ω
、

個

人

間

の

相

制

作

用

と

、

外

的

に

規

定

さ

れ

カ

る

形

式

を

有

す

る

人

間

の

共

同

生

活

と

は

明

か

に

二

個

の

異

な

b

π

る

言

表

で

あ

り

、

從

つ

て

嚴

密

な

る

論

理

的

吟

味

を

以

て

す

れ

ば

、

彼

れ

が

全

然

異

な

れ

る

結

論

に

達

し

得

る

と

主

張

せ

る

に

拘

は

ら

ず

、

其

の

内

容

に

立

ち

入

つ

て

考

察

す

れ

ば

何

等

異

な

る

も

の

に

あ

ら

ず

と

の

意

に

於

て

、

到

底

吾

等

の

論

理

的

要

求

を

満

足

せ

し

め

能

は

ず

と

云

は

ざ

る

を

得

な

い

の

で

あ

る

。
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ω

膨

峯

"

ω
un
・
9

1

曾

●

⑤

H
三

餌
ら

沼

.
9

ー

ひ
い
●

⑥

H
三

(r

ω
畳
α
◎◎
.

ω

ぎ

同2

ω
ω
・
α
◎。
ー

忍

.

●

ジ

ム
メ

ル
を
経

、

シ

ユ
タ
ム
ラ

ー
を

一
瞥
し
た
る
吾
等

は
、
固
よ
b
肚
會

を
以

て
個
人
以
外

に
濁
立
せ
る

一
個

の

存
在
と
見

る
の
冒
瞼

を
敢

て
し
て
は
な
ら

粗
。
然

る
に
ヴ

ン
ト
並

に
今

日
多
く

の
謂
は
ゆ
る
冠
會
心
理
學
者
は
個

人

現
象
以
外

に
濁
立
せ
る
、
而
し
て
懐
控
全
く
本
質
的

に
異
な

る
と

こ
ろ

の
肚
會
現
象

の
存
在
を
認

め
ω
、

之
れ
を
以

て
、
個
人
心
又

は
個
人
意
識

に
劃
立
す

べ
き

、
肚
會
心
叉

は
肚
會
意
識
と
考

ふ
る

の
で
あ
る
②
。

然
し
な
が

ら
吾
等

は
、
縦
し
ん
ば
肚
會

に
個
人

の
心
理
若

し
く
は
意
識

に
類

似
し
カ

る
腱

あ
う
と
す

る
も

、
如
何

に
し

て
、
個

人
以
外

に
濁
立
せ
る
肚
會

の
心

理
若
し
く

は
意
識
あ
う
と
考

ふ
る
を
得

べ
き

か
。
嘗

つ
て

ジ
イ

・
デ
イ

・
エ
ッ
チ

。
コ
ー
ル

ア
ナ

ロ
ギ

じ

が
祉
會
學
上

の
比
論
を
論
難

し
π

る
如
く
㈲
、

肚
會

に
心
あ

う
意
識

あ
う
と
考

ふ
る
は
、
物

理
學
上

の
比
論
を
以

て

一
種

の
機
構

(ウ昌
O
Oず
9
b漏
ωbP
二
qo)
と
解
し

、
叉

は
生
物
學
上

の
比
論
を
以

て

一
種

の

有
機
膿

(○
お
9
昌
一ω箋

凹ω)
と
見

る

竜

の
と
共
に
、
結
局
、
肚
會
そ

の
も

の
に
關

し
て
は
何
竜

の
を
も
説

明
し
得

ざ
る
も

の
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。
斯
く

し

て
又
吾
等

は
、
法
律
上

の
概

念
と

し

て
は
兎
に
角

も
、
肚
會
的
共

同
生
活

を
以
て

一
個

の
濁
立
人
格

と
見

る

の
説

ω

に
劉
し
て
も
同
様

の
疑
問
を
抱

か
ぎ

る
を
得
な

い
の
で
あ

る
。

壮
會
哲
學
の
基
本
問
題

二
入

一
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ω09
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①幽
●
ピ
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o謬
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目
"
℃
ヤ

H㌣
1
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照

ω

頑
田
徳
三
、
前
掲
書
、
六
六
頁
及
び
一
三
九
頁
謬
照

肚
會
を
以

て
個
人

以
外

に
濁
立

せ
る

一
個

の
存
在
と
思
ふ

に
反
し
、
而
し
て
ま

だ

コ
ム
ト
に
於

け
る
が
如
く
個
人

を
以

て
肚
會

の
駕

め
に
存
在
す

る
も

の
な
う
と
考

ふ
る
に
反

し
、
鼓
庭

に
、
存
在
す

る
竜

の
は
個
人
で
あ
う
、
肚
會

は
個
人

の
爲

め
に
存
在
す
と
説
く
も

の
が
あ

る
。

ギ
ル
ヅ

メ

ン
の

一
團
即
ち
是

れ
で
あ

る
。
彼
等

の
解

す
る
庭

に
擦

れ
ば

、
本
質
的
な
る
肚
會
領

値
は
人
間
償
値

に
他

な
ら
ず
、
肚
會
は
其

の
成
員

の
意

思
に
依
う

て
支
持

さ
れ
π
る
諸

結
肚

の

一
複

合
膿
に
し
て
、
其

の
成
員

の
幸

幅
を
以
て
肚
會

の
目
標
と
す
べ
き
も

の
な
る
が
故

に
、
政
治
上

に
於

て

も
経
濟
上

に
於

て
も
、
各
人
が
均
等
な

る
椹
利
主
張

の
機

會
を
有
す

る
に
於

て
の
み
其

の
肚
會
は
健
全
な
り
と
云

ひ

得

る
の
で
あ

る
ω
。

從

つ
て
彼
等

の
懐

け
る
思
想

の
骨
子
は
、
肚
會
は
其

の
成
員

の
爲

め
に
、
個

人
的
並

に
肚
會
的

の
自

己
表

現
に
封
し

て
可
能
的
最
大

の
機
會
を
與

へ
得

る
如
く
組

織
せ
ら

る

㌧
こ
と

を
要
す
と

云
ふ
に
あ

る
㈲
。

斯

ヘ

ヘ

ヘ

ミ

く
し

て
ギ

ル
ヅ

メ
ン
に
よ

れ
ば

、
肚
會
は
個

人
よ
り
、
且

つ
個
人

の
駕

め
に
存
在
す

る
。
從

つ
て
肚
會
は
そ

れ
を
構

成

す

る
と

こ
ろ

の
成
員

の
意
思
を
超
越
す

る

こ
と
は
決
し

て
あ
う
得

な

い

の

で

あ

る
⑧
。

心
理
機
生
的

(℃
。。楓
9
。
,

αq
2
亀

。。9
)
に
考
察
す

れ
ば

、
固
よ
り
肚
會
は
個
人

の
意
思

と
行
爲
と

の
輩
な

る
集
合
と
解

せ

ら

れ
、
ま

た
個
人
は



個
人
と
し
て
何

等
か

の
意

義
あ
う
と

云

ひ
得

る
で

あ
ら
う
。
然

し
な
が
ら
斯
く
解

す

る
に
於

て
は
、
ま
さ
し
く
も

メ

ー
リ

ス
の
云

へ
る
が

如
く
ω
、

肚
會
は
何
等

の
規
範
を
有
せ
ず
、
個
人
は
何
等

の
債

値
を
も
有

し

得
な

い
で

あ
ら

う
。
ま

π

『
個
人
そ

の
ま

＼
の
禮
讃

は
畢
寛
、
肚
會

の
存
在
を
否
定
す

る
と

≧
ろ

の
虚
無

主
義

に
導

び
』
㈲

か
ざ
れ

ば
巳
ま

諏
で
あ
ら

う
。
蝕

に
於

て
、

キ

ス
チ
ァ

コ
ヴ
ス
キ

ー
が

ル
ゥ

ソ
ォ
の
集
合
意

思
説

に
樹

し
て
鏡
き

論
難
を
加

へ
禿

る
如
く
⑥
、

吾
等
は
ギ

ル
ヅ

メ

ン
に
封
し

て
、
肚

會
概
念
は
到
底
個
別
的
な

る
意
思

の
集

合
よ
う
把
握
し
得

べ

か
ら
ざ

る
こ
と

、
從

つ
て
ま
π
個
人
が
有
償
値
的
な
る
竜

の
た
り
得

む
が
爲

め
に
は
、
其

の
究

極
に
於

て
臓
と
し

て

目
標
た
う
、
規

範

π
る
、
超
個
的

・
普
遍
的
な

る
文
化
償
値

の
必
然
的
に
照
慮
す

べ
き
も

の
な

る

乙
と
ω
、

從

つ
て

之
れ
な
く

し
て
は
到
底

一
介

の
自
然

人

(り4
餌
叶⊆
「【5
0
コ
ωOず
)
π
る
に
と

Ψ
懐

ム
、
有
慣

値
的
な

る

文
化
人

へ閤
ζ
一ε
「
ヨ
ー

窪
。。9
)
泥
り
得

べ
か
ら
ざ
る

こ
と
、
を
強
く
主
張

し
な

け
れ
ば
な
ら

顧
。
左
右
田
博
士

の
比
喩

を
籍
う
て
云

へ
ば

、

黙
と
線
と

の
關
係

に
於

て
線
概

念

の
成

立
す

る
時
は
既

に
、
黙
概
念

の
濁

立
を
失

へ
る
時
で
あ

る
。
如
何

に
多
く

の

黙

を
附
加
す
る
に
於

て
も
吾
等

は
到
底
線
概

念

に
到
達
し
得

な

い
で
あ

ら
う
⑤
。

此

の
意
味

に
於

て
余
は

コ
レ
ク
テ

イ
ピ
ズ

ム
ス
の
認
識
論
的
破
綻

は
途

に
免
が
れ
得

ざ
る
べ
し
と
思
ふ

の
で
あ

る
。
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五
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左

右

田

喜

一
郎

著

、

丈

化

償

値

と

極

限

概

念

、

大

正

十

】
年

刊

、

六

〇

頁

QD
o
自
2

0
0
鑑

ロ
5
山

を

臼

♂

目
μ
σ
一督
鵬
o
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お

o
P

ω
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・
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N
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軸
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二
八
四

存
在
す
る
竜

の
は
個
人
で
あ
り
、
肚
會
は
唯
だ
個
人

の
爲

め
に
の
み
存
在
す
と
云
ふ
に
於

て
吾
等
が
鼓
庭
に
看
過

ら

す

。へ
か
ら
ざ
る
は

ニ
ィ
チ

エ
で

あ
る
。

ニ
ィ
チ

エ
は
偉
大

な
る
佃
性
、
超
出

し
π

る
人
格
を
高
調
す

る
。
肚
會
は
高

き
個
人

の
駕

め
に
存
在
し

、

一
の
文
化

の
美

し
さ
、
及
び
偉
大
き
は
、
其

の
準

均
水
準
者
を
以
て
し

て
は
示
さ
れ
な

い
。
そ
は
却

つ
て

一
の
個
人

の
自

己
充
足
的
行
動

に
依

つ
て

の
み
測
ら

れ
得

る
。
例

へ
ば

ル
ネ
サ

ン
ス
時
代
が
其

の

意
義
を
有
し
得

る
は

ミ
ケ
ラ

ン
ぜ

ロ
と

リ
オ
ナ

ル
ド
オ
と

の
存
在
せ
る
が
故
で
あ
る
。
斯
く

し
て

ニ
ィ
チ

エ
に
よ
れ

ば
過
剰
者

、
大
藪
者
、
並

に
準

均
水
準
者

の
、
世
に
存

在
し
得

べ
き
領
域
は
無

い
。
蓋

し

こ
れ
等

の
も

の
は
文
化

の

壇
大

の
駕

め
に
は
特

に
役
立

つ
も

の
で
は
な
く

、
却

つ
て
夫

々
の
昇
昂

的
な

る
文
化

の
登
展

に
と

つ
て
は
有
害
な
る

重
荷
と
な
う

、
文
化

の
底
荷

(一(
C
一け二
一、び
"
一一①
ωけ)
を
意
味
す

る
に
他
な
ら
ざ

る
が
故
で
あ

る
。

ニ
イ
チ

エ
の
肚
會
哲
學

的
認

識
は
要
す

る
に
、
偉
大
な

る
個

性
、
超
出
し
た
る
人
格
は
如
何

に
し

て
も
肚
會

の
所
産

、
時

代

の
所
産
と

は
考



曹

へ
得

べ
か
ら
ず

し

て
、

一
民
族

の
所
謂
る

『
精
紳

的
相
貌
』

M面
。
一ω口
σq
。
団
ξ

ωδ
αq
昌
9
5
一。
。。

は
原

則
と
し

て
少
数

者

に
依

つ
て
の
み
決
定
せ
ら
る

㌧
と

云
ふ
に
在
る
qり
。

吾
等

は
今
、

ニ
イ
チ

エ
か
ら
、
超
出
し
π
る
個
性

の
奪
嚴
を
學

び
得

π
。
而
し

て
懐
力
吾
等

は
現
代

の
思
想
界

に
於

て
彼

れ
が
猶
ほ
如
何
な

る
地
位

を
有
し
居
る

や

を

知

つ

て

ゐ

る
。
而
か
も
彼

れ

の
思
想
は
、
天
才
を
嘆
美
し

、
超
人
を
謳
歌
す

る
の
ほ
か
に
、
抑
も
如
何
な
る
肚
會
哲
學

上

の
意

味

を
有
し
得

べ
き
で
あ
ら
う
か
。
固

よ
り
肚
會

は
天
才

に
導

か
れ
、
大
衆

は
超
人

に
随

ふ
で
あ
ら
う
。

さ
り
な
が
ら

肚
會
を
離

れ
、
大
衆
を
別

に
し
て
天
才
と
超
人
と
は
克
く
其

の
天
賦
を
磯
揮

し
、
個

性
を
完
成
し
得

る

で

あ

ら

う

か
。
否
な
偉
大
な

る
藝

術
家

の
背
後

に
隙

れ
尤

る
内
助
者

の
あ

る
こ
と
を
思

ふ
時
、
稀
代

の
天
才
に
鯉
き
生
涯

の
大

宇

を
捧
げ
カ
る
、
名

も
な
き

一
ラ

ン
ペ
の
あ
る
を
思
ふ
時

、
余

は
有
害
な

る
重
荷
と
見
ら
れ
、
文
化

の
底
荷
と
せ
ら

る

＼
水
準
者

の
、
埋
没

に
委
ね
難
き

歴
史

的

の
意
味
と
重
要

と
を
心
窃
か

に
想
は
ざ
る
を
得
な

い
。
余
は
今

、
ド

ス

ト
イ

エ
フ
ス
キ
ー
が
嘗

つ
て
民
衆

を
稽
揚

し
て
、

『
偉
大
な

る
も

の
は
汝
に
よ
う

て
な
さ
れ
π
。
汝

こ
そ
は
我
が
紳

で
あ

る
』

と
云

つ
力
繊
悔
録

の
言
葉
を
胸

に
俘

べ

つ
＼
あ

る
。
船
舶

に
於

け
る
過
剰
者

の
満
載
は
其

の
速
度

を
搦

め

る
で
あ
ら
う
。
然

し
な
が
ら
、
適
度
な

る

バ
ラ

ス
ト
は
其

の
航

行
に
映
く

べ
か
ら

ざ
る
も

の
で
あ

り
、
其

の
積
載

は

却

つ
て
船
足
を
強

め
る
で
あ
ら
う
。

ω

寓
o些
ψ触
目
o
切
⑦N繭。ゴ§
㈹
ロ・
μ
担

(ピ
o西o掌
目紀
評
⇔d
負●
×
【智
鵠
魯

H)
oDψ
鴇
-
零
・

杜
會
哲
學
の
基
本
問
題
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商
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二
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二
入
六

今

や
吾
等

は
本
章

に
於

け
る
最
後

の
考
察

に
急

が
ね
ば
な
ら

漁
。
乃
ち
吾
が
左
右
田
博

士
は
、
肚
會
概
念
と
個
人

概
念
と
を
如
何

に
解
し

、
如
何
な

る
決
定

を
與

へ
ら

る

＼
で
あ
ら
う
か
。
博

士
に
よ
れ
ば
ω

一
の
個
禮
が

一
定

の
意

味

、
特
定

の
範
域
に
於

て
濁
立
性
を
保
有
し
得

る
限

b
に
於

て
は
、
個
禮

以
外

に
於

け
る
特
定

の
抽
象
的
な

る
統

一

膿

を
案
出
す

る

こ
と

は
、
輩
に
無
用

の
企

て
な

る
の
み
な
ら
ず

、
却

つ
て
ま

π
嚴
密
な

る
學
的
理
論
を
破
壊
に
導

び

く
竜

の
で
あ

る
。

一
の
個
膿
が

一
定

の
意
味

と
範
域
と

に
於

て
其

の
濁

立
的

の
存
在
を
失

ふ

と

こ

ろ

に

於

て
始

め

て
、

一
個

の
認
識
劃
象

、
即
ち
個
禮

よ
う
出
で

＼
而
か
も
個
禮

に
厨

せ
ざ
る
と

乙
ろ

の
、
而
か
も
個
禮
を
離

れ
て
概

●

念
的
濁
立
性
を
保
有
す

る

と

こ
ろ

の
認
識
劃
象
が
現
は
れ
得
る
の
で
あ
る
。
國
家
が

一
個

の
肚
會
な
り
と

の
主
張

竜
、
此
の
意

に
理
解
さ
る
＼
時
に
始
め
て

一
個

の
意
義
を
有
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
各
細
胞
が

一
定
の
意
味
に
於

け
る
濁
立
性
を
失
ふ
時
に
始
め
て
個
禮
な
る
概
念
が
生
じ
、
而
し
て
個
饅
な
る
概
念
は
其
の
構
成
膿
か
ら
濁
立
せ
る

と

こ
ろ
の

一
個
の
認
識
封
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
概
念
的

に
も
時
間
的
に
竜
、

一
者
が
存
立
す
る
と
同
時
に
他
者
が

其

の
濁
立
的
存
在
を
失
ふ
に
至
る
。
個
禮
な
る
概
念
が
生
ず
る
と
同
時
に
、
細
胞
な
る
概
念
は
最
早
や
其

の
濁
立
性

を
有
せ
ざ
る
に
至
る
。
第

一
概
念
が
其

の
濁
立
性
を
保
有
す
る
限
め
は
、
そ
れ
よ
う
濁
立
せ
る
第

二
概
念
は
存
立
し

得
な

い
の
で
あ
る
。
今
二
三
の
例
に
就

い
て
見
る
に
、
個

々
の
熱
と
線
と

の
關
係

に
於

て
、
個

々
の
黙
が
完
全
な
る

意
義
に
於
け
る
概
念
的
濁
自

性
を
保
有
す
る
限
釦
に
於
て
は
線
概
念
は
存
立
し
得
な

い
。
黙
が

一
定

の
意
味
に
於
け

b



る
濁
自

性
を
失
ふ
も

の
と
考

へ
ら
る

㌧
揚
合
に
於

て
始

め
て
、
そ
れ
と

同
時

に
線

な

る
概
念
が
成
立
す

る
に
至

る
。

線

概
念
が
其

の
固
有

の
意
味

を
失
ふ

に
於

て
黙
概
念

は
、
線

か
ら
濁
立

せ
る
意
味

を
有
す

る

乙
と

＼
な
う
、
斯
く

て

線

か
ら
は
濁
立
せ

る
、

一
個

の
認
識
劃
象
と
な
う
得

る
の
で
あ
る
。
更

に
ま

π
個

々
の
星
と
星
膿
と

の
關
係

、
個

々

の
音
と
調
和
せ
る
音
調
と

の
關
係

に
於

て
竜
同
様
で
あ

る
。

一
者

が
認

め
ら

れ
威

知

せ

ら

る

＼
限
う

に
於

て
は
吾

等

は
他
者
を

有
し
得
ざ

る
べ
く

、
之

れ
に
反
し
、
後
者

が
存
立
す
る
揚

合

に
於

て
は
前
者
は
其

の
固
有

の
概
念
的
猫

自

性

を
失
ふ
に
至
る

の
で
あ

る
。
完
全
な

る
意
味

に
於

け
る
個
膿
が
其

の
濁
自

性
を
失

ひ
、
而
か
も
到

る
庭

に
砒
會

が

顯
現
す

る
と
見

る
揚
合
は
既

に
形

而
上
學

に
厨
す
る
。
然
し
な
が
ら
個
禮
を
ば
軍
に
認
識

の
主
膿
と
考

へ
、
其

の

濁
自

性
を
失

ふ
に
至
る
と

と
ろ

の
、
肚
會

に
劉

す
る
其

の
地
位

を
考

ふ
る
な
ら
ば

、
個
禮
は
常

に
必
ず

一
定

の
範
域

及

び
特
定

の
意
味

に
於

て
考
察

せ
ら

る
べ
き

も
の
に
し

て
、
決
し

て
同
時

に
、
到

る
庭

に
結

合
す

る
竜

の
と
考
察

さ

る
べ
き
竜

の
で
は
な

い
の
で
あ

る
。
慈
虜

に
於

て
次

の
如
く
主
張
し
得

る
。

即
ち
個
膿
を
ば

一
定

の
意
味

、

一
定

の

範

域

に
於

て
存
在
す
る
も

の
と

し
て
、
而

か
も
亦
力
其

の
概
念

的
濁
立
性
を
失

へ
る
と

こ
ろ

の
個
膿
と
し
て
考
察
し

得

る
揚
合
に
於

て
は
、
概
念
的

に
竜
時
間
的
に
も
、
そ
れ
と
同
時

に
全
膿
な

る
概
念
が
生

じ
、
而
し

て
概
念
的

に
猫

立

し

ゐ

π
る

個

禮

は

其

の
部
分
と
し

て
包
含
さ
る

＼
に
至

る
。
而
し

て
博
士

に
撮

れ
ば
此

の
全
髄
概
念

こ
そ

『
肚

會
』
ご
Ω
。ω亀
ω。冨

津
へ.
と
名
づ
け
ら
る

＼
も

の
な

の
で

あ

る
。

肚
會
哲
學
の
基
本
間
遼
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ω

もり8
3
0
0缶
巷
伽
≦
-03

目
自三
謁
窪

目宕
導
ωω
.
◎◎いー
◎◎タ

然
ら
ば
斯
く
解

せ
ら
れ
π
る
肚
會
概
念

は
、
全
膿

に
劉
す
る
部
分
と
し

て
の
個
人
概
念
と
は
如
何
な

る
關
係

に
立

つ
べ
き

か
。
博

士
に
援
れ
ば
ω
、

全
鵬
概
念

と
し
て
思
惟

せ
ら

れ
控

る
肚
會
概
念

の
性
質

上
、
そ

は
個
人
に
自

存
的

意

味
を
與

へ
な

い
な
ら
ば
推

論
し
得

べ
か
ら
ざ

る
も

の
で

あ
る
。
此

の
意
味

に
於

て
肚
會
概
念
と
個
人
概
念
と
は
二

個

の
濁

立
自
存

の
概
念
で
あ

る
。
若

し
も

一
者

の
濁
立
自
存
を
前

提
と
す

る
な
ら
ば

、
斯
く

て
又

、
他
者

の
猫
立
自

存
も
生
じ
來
控

る
べ
き
で
あ

る
。
多
く

の
論
渚

の
云
ふ
が
如
く

一
は
決

し
て
他

の
上
瞬
概
念

(0
9
&
£
「漆
)
で
も
な

く

、
ま

尤
類
概

念

(Ω
葺

§
σQ
。,び
Φ
σq
「崇
)
で

竜
な

い
。
雨
者
は
嚴
密

に
學
的

に
、
同

一
の
根
基

の
上
に
資
格
付
け
ら
れ

て
、
互
に
劃
立
す

べ
き
竜
の
で
あ

る
。
此

の
意
味

に
於

け
る
就
會

の
存

立
及

び
憂
化

の
過
程

を
解
明
す

る

こ
と
が
肚

會

科
學

の
任
務

で
あ

る
な
ら
ば

、
個
人
も
亦
π
自
然
科
學
的
意
義

を
離
れ

て
、
杜
會

に
於

け
る
と
同

一
の
仕
方

に
て

李

行
的

に
取
扱

は
る

＼
乙
と
を
要
す

る
。
蓋
し
個
人

に
自
存
的
意
味

を
賦
與
す

る

こ
と
な
く

し
て
肚
會

の
意
味

を
解

明
せ
む
と
す

る
は
、
何
等

の
意

義
を
竜

有
せ
ざ

る
べ
き
が
故
で

あ
る
。

さ
う
な
が
ら
右
述
ぶ
る
が
如
く
、
肚
會
と
個

人
と

の
雨
概

念
が
肚
會
科
學

に
於

て
は
互

に
猫
自
的
な

る
も

の
と

し
て
雫

行
的
に
取
扱
は
る
べ
き
竜

の
で
あ

る
と
云

ふ
は
、
博

士
に
撮

れ
ば
、
決
し

て
雨
者

が
概
念
的

に
も
本
源
的
に
竜

冷
然
無
關
係
で
あ

る
と

云
ふ
の
意
で

は
な

い
。

否

な
登
然

之
れ
と

は
反
封

に
、

一
概
念

は
他
概

念
と

の
密
接
な
る
關
係
な
く

し
て
存

立
し
得

べ
し
と
は

一
般

に
考

へ



得

べ
か
ら
ぎ
る

こ
と
な
う
、
と
主
張
す

る
に
在
る
。
肚
會
概
念

も
個
人
概

念
竜
互

に
分
離

し
て
は
何
等

の
意
義

を
も

有
し
得
な

い
。

凡
そ
全
髄
概
念

と
部
分
概
念

と
は
常

に
劃
等

の
地
位

を
占

む
る
。
斯
く
解
す

る
に
於

て
枇
會
概
念

と

個
人
概
念

と
は
、
概
念
的

に
竜
時
間
的

に
も
、
互

に
樹
立
す

る
竜

の
と
し

て
、
且

つ
概
念
上
相
互
に
濁
立
す
る
も

の

と

し
て
、
吾
等

の
意
識
に
明
か
と
な

る
の
で
あ

る
。
斯
く
し

て
博

士
に
援

れ
ば
爾
者
は

二
個

の
、
同
時

存
立
的

・
相

互
並

立
的

・
自

己
制
約
的
な

る
相
關

概
念

(内
○
「「・
聾

σ
品
二
融
)
で
あ
る

の
で
あ

る
。

ω

o∩a
P
O
。=

舅
阜
芝
臼
」
↓
餌
ご
一陶嶺
窪

お
o
ゆ
矯
ロD
ω・
oQい
ー
◎◎
9

,

肚

會

と

個

人

と

を

斯

く

相

關

概

念

と

解

す

る

に
於

て

、

慈

露

に

吾

等

が

一
切

の
論

理

的

思

惟

は

鑑

き

、

認

識

論

上

の
問

題

と

し

て

見

た

る

肚

會

劃

個

人

の
關

係

は

、

慈

庭

に

其

の
究

極

の
解

明

を

得

べ

き

で

あ

る

。

然

ら

ば

吾

等

は

慈

庭

に

、
何

を

考

ふ

べ

き

で

あ

る

か

。

三

概
念
上

の
問

題
と
し

て
見

れ
ば
肚
會
と
個
人
と

は
之
れ
を
相
關
概
念

と
見

る
以
外
に
殆
ん
ど

一
歩

を
竜
出
で
能

は

ざ

る
べ
き

こ
と

は
吾
等
が
前

章

に
於

て
考
察
し
π

る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

さ
b
な
が
ち
、

一
面

に
於

て
は
ウ
ヰ

ン
デ

ル

バ
ン
ド
の
云

へ
る
が
如
く
ω
、

一
切

の
人
間
は
個
人
で
あ
う
得

る
竜

一
切

の
個

人
は
人
格
と
は

云
ひ
得

べ
か
ら
ず
、

 壮
會
哲
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ご
九
〇

譲

把

リ

ッ

ケ

ル

ト
が

個

燈

(一
旨
血
一く
一飢
⊆
二
一5
)
と

個

性

(ぎ

臼
く
ご

邑

一愛

)
と

を

峻

別

し

て

云

へ
る

が

如

く

②

、

歴

史

的

文

化

科

學

は

一
切

の

個

燈

を

叙

述

し

得

る

の

で

な

く

、

唯

だ

一
の

普

遍

的

債

値

に

關

し

て

本

質

的

な

る

も

の

だ

け

を

叙

述

し

得

る

も

の

な

る

に

於

て

、

而

し

て

他

面

、

メ

ー

リ

ス
が

云

へ

る

が

如

く

㈲
、

軍

な

る

個

人

の

総

額

π

る

群

團

(自
巽

α
窪

σq
。
ヨ
。
剛霧

9

葺

)

が

有

慣

値

的

な

る

肚

會

を

形

成

し

得

ざ

る

竜

の

な

る

に

於

て

、

吾

等

は

メ

ー

リ

ス

が

謂

ふ

と

之

ろ

の

『
人

格

の

特

有

償

値

を

解

し

得

ざ

る

全

膿

封

部

分

の

量

的

概

念

』
ω

を

去

う

て

、

蝕

に

必

然

的

に

、

有

債

値

的

な

る

個

性

と

肚

會

と

の

問

題

に

移

ら

ね

ば

な

ら

な

い
。

ω

≦
ぎ
畠
ぎ
磐
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お
h。r

QQ
・
Uい
Q。
.

㈲

嵐
〇三
登

中
o
乞
o
ヨ
o
伍
臼

国
ρ三
『

月
口
げ
ぎ
㈹
9

お
目Q◎
℃
ω
●
◎。9

ω

ユ
o
略
ピ
①穿
9
9

曾
「
Ω
o
m。ず
剛9
駐
℃
げ
出
oψo
℃
鑑
ゆ

ピご
臼
一ヨ

お
"摯

ω
・
い8
●

人

生

を

領

値

生

活

の

過

程

と

解

す

る

こ

と

に

よ

り

て

、

舷

腱

に

歴

史

の

意

味

を

知

り

、

人

生

の

悠

久

を

悟

う

得

べ

し

と

す

る

な

ら

ば

、

グ

レ

ン
に

封

立

し

、

而

か

竜

之

れ

に

よ

う

て

改

愛

せ

ら

れ

意

味

あ

ら

し

め

ら

る

べ

き

ザ

イ

ン
と

し

て

の

生

活

は

、

固

よ

う

政

治

に

経

濟

に

、

科

學

に

藝

術

に

、

哲

學

に

宗

敷

に

、

向

ふ

と

乙

ろ

は

夫

々

多

檬

な

る

分

野

な

る

に

拘

は

ら

ず

、

而

か

竜

之

れ

を

一
の

個

性

、

一
の

人

格

に

統

一
す

る

竜

の

な

る

に

於

て

、

之

れ

を

純

眞

な

る

意
味

に
於
け

る

『
倫

理
生
活
』
1

若

干
生
硬
な

る
用
語

に
訴

ふ
れ
ば

『
反
慣
値
克
服

の
生
活
』
こ
U
器

ピ
・
ぴ
窪

曾
「



■

Ω
。
⑳
9

≦
。
憂

警

o
戦
言

乙

言

⑳
.へ
叉

は

『
個

性

構

成

の

生

活

』

と
U
霧

b
①
げ
魯

紆

二

巳

一三
乱
⊆
些

蚤

ωσ
ま

昌

σq
.へー

と

名

づ
け
得

諏
で
あ
ら
う
か
。

有
慣
値
的

な
る
肚
會
を
構
成

し
、
そ
れ
と

の
交

渉
に
於

て
個
人

の
生
活
が
維
持

せ
ら
れ
、

ま

π

ウ
ヰ

ン
デ

〃
バ
ン
ド
の
云

へ
る
が

如
く

、

『
個
人
が
輩
な
る

一
個

の
、
類

の
見
本

(Ω
9
#
舞
σq
器
×
。
・5
℃
賦
『)
以
上

の
意
味

を
竜

つ
べ
き

も

の
と
観
ず

る
に
於

て
、

こ
＼
に
人
格

の
本
質

が
存
在
す

る
』
やり

と
見

る
な
ら
ば

、
個
人
は

一

切

の
肚

會
生
活

に
關
與

す
る

の
前

に
先
づ
善
債

値
に
導

か
れ
、
且

つ
自

か
ら
義
務
を
意
識
す

る
と

乙
ろ

の
倫
理
的
個

性
と
な

う
、

凡
て

の
債

値
生
活
を
そ
れ
自
身
綜
統
す

る

一
人
格
と
な

る
乙
と

を
要

せ
楓
で
あ

ら
う
か
。
人
と

人
と

の

交

渉
あ

う
關
係

の
あ

る
と

こ
ろ
、
否
な
孤
濁
な
る
隠
者

の
生
活

に
於

て
さ

へ
、
吾
等

は
倫

理
的
個
性
構
成

の
原
理
を

認

め
得

澱
で
あ
ら
う

か
。
否
な
斯
く
解
す

る
に
よ
う

て
の
み
吾
等
は
、
反
肚
會
的

な
る
革
命
家

、
郷
土
を
遜

は
る

＼

豫

言
者

に
竜

、
倫

理
的
債

値
と
人
格
的
意
味
と
を
要
求
し
得

る

の
で
あ

る
。
.

ω

藝

言

貸
巴
げ
g

山
噛
鉾

鋤
・

O
二

ω
・
い
金

.

・

倫

理
的
債

値
は
嚴
密

な

る

意
味

に
於

て

は

科
學

・
法
律

。
経
濟

に
於

け

る

と

同
様

に

『
肚
會
的

な
る
も

の
』

噛h
器

ω
。
N
乾
。
..
を
本
質

生
命
と
す
る
と

乙
ろ

の
夫

々
の
構

成
禮

に
屡
す

べ
き
も

の
で
あ

る
。
而
か
も
吾
等
は
倫

理
生

活

に
於

て
は
、
自

己

に
封
す

る
義
務
と
他

に
甥
す

る
義
務
と
を
圃
別
し
得

る

乙

と

に

依

つ
て

一
方
に
は
個

人
倫

理

(H自
ム」
圃く
一α
=
9一〇
けげ
一π
)
を
、
而
し

て
他
方

に
は
趾
會
倫
理

(ω
。
N
一巴
。昏
貯
)
を

立
し
得

る

の
で
あ

る
。
而
し
て
吾
等

は
舷

杜
會
哲
學
の
基
本
問
題

ご
九

一



ρ

商

學

肘

究

第

二
巻

(
下
)

二
九
二

庭

に

、

霊
呈
息
思

に
導

か

る

㌧
と

こ
ろ

の
個

人

を

メ

ー
リ

メ
と

共

に

『
倫

理

的

個

性

』

ご
9
三
ω
。
冨

ζ

α
一三
曾

巴
一感
け..
①

と

名

づ

け

、

叉

は

歴

史

的

意

味

に
於

て
之

れ

を

『
慣

値

個

性

』

と
を

。
三

&

凶く
凶身

ρ
=
蜂

、.
②

と

呼

び

、

而

し

て

斯

か

る

個

人

に

よ

り

て
構

成

せ

ら

る

＼

肚

會

を

『
慣

値

肚

會
』

も
。
N
一拶
一。

≦
-。
『
茜
。
ヨ
鼠
昌
ω
。
冨

津
..
叉

は

『
丈

化

肚

會

』

智
丙
`
ぎ

「鴨

ヨ
9
霧
。
訂

津
へへ
㈹

と

稽

せ

む
と

欲

す

る

。

ω

嵐

。
窪

『

団
δ
甑

o
冨

o

山
臼

国
陣三

『

日
53
げ
ぎ

σq
。
ロ

お

詞
◎。
鳩
ψ

O
・

②

同
露

2

ω
・
。。
轟
●

ω

同
σ
罫

℃
ω
ψ

o。
ひ
I

Q。
N
.

凡
そ
個
人
は
肚
會
に
義
務

を
負

ふ
と
同
時
に
、
彼

れ
自

か
ら
憤

値
個
性

を
構
成

せ

む
が
爲

め
に
義
務
を
有
す

る
。

個
人

は
此

の
特

殊
な

る
任
務

を
、
肚
會

に
奉
仕
す

る

こ
と

に
依

つ
て
忽

に
し

て
は
な
ら
な

い
。
飴
り
に
多
く
他

の
も

の
に
從

ふ
こ
と

に
依

つ
て
自

か
ら

の
個
性
構
成

を
妨
げ
ら
る

＼
な
ら
ば
、

一
時
自

己

に
蹄

る
は
此

の
意
味

に
於

て
非

難
さ

る
べ
き

こ
と
で

は
な

い
。

リ

ッ
ケ
ル
ト
も
人
格

の
自
律
を
高
調

し

て
『
吾
等

は
事
情

に
依

つ
て
は
肚
會

の
慣

習

に
反
し
、
個
人
主
義
的

に
己
れ
を
保
護

す

る
で
あ

ら
う
。
否
な

、
吾
等

は
吾
等

の
自
律

を
其

の
慣

脅

に
依

つ
て
脅

か

す
肚
會

を
決
し

て
倫

理
的

肚
會
と

は
総
…せ
漁
で
あ
ら
う
。
人
格

の
自
律
と
し

て
の
自
由

は
何
虜

に
於

て
竜
倫

理
的
尺

度

で
あ

る
。
唯
だ
服
從

の

一
定

の
度

合

の
み
が
義
務
で
あ
う
得

る
の
で
あ

る
。
己
れ
を
全
く
拠
棄
す

る

こ
と
は
決
し

て
倫
理
的
で
ば
な

い
』
ω

と

云

つ
尤
。
吾
等
は
鼓
腱

に
佃
性
構
成

の
根
撮
を
有
し
、
個
性
創
造

の
自
由

を
有
す

る
。



此

の
意

味

に
於

て

..内
ぎ

芝

けξ

・。。
需
、、
と

云

へ
る

ソ

ク

ラ

タ

ー

ス
の
言

葉

、
と
芝

窪
ロ
。
≦
器

曾

ぴ
蜂

..
と

云

へ
る

ウ

ヰ

ン
デ

ル

バ

ン
ド

の
言

葉

㈲

は

現

代

哲

學

上

の
重

要

を

得

來

力

る

の
で

あ

る
。

①

零
集
0
3

ω
鴇
。。けΦ菖

ら
9

則
三
一8
名
三
P
bd
畠
・
r
↓
ま
ぎ
σqo
昌
H鴇
♂
ω
ψ

い
NO
l
ω
Uρ

②

乏
凶民
鮎
冨
昌
P

9
●
増
ρ
鴇
ω
.
雛
ω
・

倫

理

的

個

性

は

軍

に

倫

理

的

規

範

の
意

思

的

運

載

者

た

る

の

み

な

ら

ず

、

之

れ

が

表

現

と

形

成

と

の
達

せ

ら

る

る

、

從

つ

て

明

瞭

な

る
義

務

意

識

に
通

じ

、
善

と

義

務

と

に
慮

じ

て

巧

み

に

行

爲

す

る

と

乙

ろ

の
人

間

で

あ

る

。

而

し

て
斯

く

の
如

き

倫

理

的

個

性

は

、

メ

ー

リ

ス

の

云

へ
る

が

如

く

①
、

吾

等

の
全

肚

會

生

活

の

根

祇

と

な

る
。

彼

等

な

く

し

て

は

肚

會

の

如
何

な

る

形

成

も

不

可

能

で

あ

ら

う

。

否

な

肚

會

に
於

け

る

信

頼

と

安

静

と

秩

序

と

確

實

と

は

彼

等

か

ら

出

つ

る

の
で

あ

る

。

肚

會

は

惜

か

に

倫

理

的

個

性

の
論

理

的

な

る

前

提

で

あ

る

。

然

し

な

が

ら

倫

理

的

個

性

、

即

ち

人

格

は

同

時

に

、

一
切

の
有

慣

値

的

な

る

肚

會

生

活

の

必
然

的

の
前

提

で

あ

る

。

肚

會

な

く

し

て

倫

理

的

個

性

を

考

へ
得

ざ

る

が

如

く

、

吾

等

は

叉

、

人

格

な

く

し

て

如

何

な

る

有

慣

値

的

な

る

肚

會

を

竜

考

へ
得

な

い
。

左

右

田

博

士

に

於

け

る

相

關

概

念

と

し

て

の
肚

會

概

念

と

個

人

概

念

と

は

、

此

の
意

味

に

解

せ

ら

る

＼

乙
と

に

依

つ
て

別

異

の
重

要

を

得

來

π

ら

ぬ

で

あ

ら

う

か

。

『
人

格

的

な

る

も

の
』

も

霧

団
巽
ω
α
三
一。
冨

..
と

『
普

遍

的

な

る

も

の
』

・h
器

〉
=
σq
。
ヨ
o
ぎ
o
へ.

と

は

一
方

的

・
主

從

的

に

存

在

す

る

竜

の
で

は

な

く

て

、

云

は

ビ

一
切

の
倫

理

生

活

が

活

動

社
會
哲
學
の
基
本
問
題

二
九
三



商

學

討

究

第

二
巻

(
下
)

二
九
四

す

る

に

必

要

な

る

爾

極

②

で

あ

る

。

人

格

と

肚

會

と

は

相

互

(凄

「O
一=
㊤
昌
創
O
「)

に

存

在

す

る

も

の

、

而

し

て

一
方

は

他

方

の

水

準

を

高

め

、

他

方

は

一
方

の

個

性

を

完

成

せ

し

む

る

も

の

で

あ

る

。

ω

竃
〇三
『

憎
5
三
〇ヨ
0
9
u
更
三
ぎ

↓
き
ぼ
σQ
露

お
同◎◎℃
QQ
QQ
.
や
ー
図ρ

鴇
-
鷺
.

②

一三
山
4
0α
・
宕
●

此
腱

に
吾
等

に
深
甚

な
る
意
昧

を

語
る
は
幽
玄
な

る
ト
ナ

ル
プ
の
思
想

で

あ

る
。

パ
ウ

ル

・
ナ

ト
ル
プ
に
よ
れ

ば
eり
個

性

(目旨
口
凶く
凶α
=
凶什93梓)
と
肚
會

(Ω
。
日
。
一蕾
。}缶
津
)
と

は
背
反
的
な

る
劃
立
で
も
な
く
、
ま

π
常

に
相
互
作
用
す

る
と

こ
ろ

の
、
然
し
此

の
作
用

に
依

つ
て
相
互
に
制
限
し
合

ふ
と

こ
ろ

の
生
活
形
態

の
要
素
で
も
な

い
。
そ
は
正
に

一
個

の
竜

の
と
考

へ
ら
る
べ
き

、
極

め
て
嚴
密
な

る
相
互
關
係

に
在
る
も

の
で
あ

る
。
從

つ
て
深

め
ら
れ
π
る
肚
會

は
、
同
時
に
深

め
ら
れ
π
る
個
性
を
意
味

し
、
懐

π
反
封

に
深

め
ら

れ
π
る
個
性
は
、
同
時
に
深

め
ら
れ
π
る
肚
會

を
意
味
す
る

の
で
あ

る
。
ま

力
個
性
と
肚
會

は
共

に
輩

に
事
實

上
與

へ
ら

れ
だ
る
竜

の
と
し

て
考

へ
ら

る
べ
き
で

は

な
く
、

共

に

『
理
念
』
ご
冠
。
・
..
と
し

て
考

へ
ら

る
べ
き
で
あ

る
。
即
ち
既

に
存
在
す

る
も

の
で

は
な
く

て
、
永
遠

に

生
成
す

る
竜

の
で
あ

る
。
静

止
的
な

竜

の
で

は
な
く

て
、
無
限

に
磯
展
す

る
も

の
で
あ

る
。
唯
だ
純
粋

に
理
想
的
な

る
個
性
と
肚
會
と

の
雨
極
的
劃
立

は
、
恰
か
竜
積
極
的
及

び
消
極
的
無

限

に
於
け

る
が
如
き
意
味

に
於

て
の
み
静

止

的
で
あ
る
。

而
か
も
其

の
襲
展

は
消
極

よ
り
積

極

へ
の
、
若

し

く

は
積
極

よ
り
消
極

へ
の
直
線

的
進
展
で

は

な
く

ρ



て
、
寧

ろ
積
極

・
清

極

の
爾
面
よ
う
す

る
集
中
的

、
若

く

は
螺
線

的

の
振

大
と
考

へ
ら

る
べ
き

も

の
で
あ

る
。
蝕
に

於

て
爾
者
は
相
互

に
完
全

に
、
而
か
も

同
時
に
肯
定

さ

れ
る
こ
と

が
可
能
で
あ

る
。
蓋
し
其

の

一
者

の
肯
定

は
そ
れ

と
同
時

に
、
外
観
上
そ
れ
に
封

立
し

、
而
か
も
そ
れ
と
競
璽
す

る
が
如
き
他
者
を
認
知
す

る

こ
と

に
他
な
ら
な

い
。

實
際
上
肚
會
は
、
肚
會
化

さ
れ
π
個

性

の
意
識

に
於

て
の
み
存
在
す

る
、
少
く
と
も
そ

れ
ら

の
も

の
に

の
み
可
能
で

あ

る
。

而
し

て
個
性
は
自

か
ら

、
肚
會

の
蓮
載
者

で
あ
う
創
造
者
で
あ

る

こ
と

を
意
識
す

る

の
み
な
ら
ず

、
肚
曾
に

於

て
養

は
れ
、
肚
會

に
於

て
高

め
ら
る

＼
乙
と
を
意
識
す

る
。
肚

會
竜

亦
力
之
れ
と
同
時

に
自

か
ら
を
高
め
、
自

か

ら
を
深

め
る
竜

の
で
あ
る
。
個
性
と

肚
會
と

の
雨
者

は
斯
く

の
如
く
し

て
、
同
時
に
内
容
充
實
的
で
あ
り
、
具
膿
的

で
あ
う
、
實
在
的
で
あ

る
。
抽
象
的
で

竜
な
く

、
輩
な
る
形
式
的

・
偶
然
的
な
も

の
で
竜
な

い
。
有
機
的
で
あ

つ
て

機
構

的
で

は
な

い
。
生
け
る
も

の
で
あ

つ
て
死

せ
る
も

の
で
は
な

い
。
從

つ
て
眞

の
肚
會
と
は
學
的
思
惟
、
道

徳
的

意

思
、
並

に
屡

々
藝

術
的
作
品

の
夫

々
の
世
界

に
於
け

る
、
完
全

に
自

畳
せ

る
生
活
で
あ
る
。

而
し

て
此

の
肚
會

の

究
極
的
な
る
理
想
的
中
心
黙
は
正
に
棘

、
若
し
く

は
宗

敷
と
解
せ
ら
る
べ
き

も
の
で
あ

つ
て
、
之
れ

に
向

つ
て
は

一

切

の
も

の
が
、
同
胞
的
に
劉
等

な
る
、
且

つ
自
由
な

る
地
位

を
占

め
得

る
の
で
あ
る
。

oり

岩
う・8
モ
"
ぎ
窪
く峯
莞
筥
彗
伽
Ω
oヨ
o冒
ω9
鑑
f
冒
轟

国紀
h噛
ωω
・
凱ー
◎

ナ

ト
ア
ブ
が
個
性
と
肚
會
と
を
以
て

瓢
号
。
、.
と
説
き

、

而
し

て
肚
會

の
究
極

的
理
想
の
中

心
黙
を
棘

と
観
ず

る

祉
會
哲
學
の
基
本
間
題

二
九
五



商

學

討

究

第

二
巻

(
下
)

二
九
六

に
於

て
、
吾
等

は
直
ち

に
彼

れ
を
以

て
形
而
上
學

を
説
く
も

の
と
非
難
し

て
は
な
ら

澱
。
固

よ
り
吾
等

は
肚
會
論

上

に
於

け
る

Hα
6
。
三
〇
鐸
o

を
排
除

せ
ら
れ
た
る
吾
が
左
右
田
博

士
の
言
葉
ω

を
忘

る

＼
竜
の

で

は
な

い
。

さ
う
な

が

ら
、
現
實

に
存
在
す

る
と

こ
ろ

の
経
験
的
な

る
個
人
と
肚
會
と
を
見

る
こ
と
な
く

、
云
は

団
潜

在
的

に
し
て
有
憤

値

ヘ

へ

的

な

る

べ

き

個

性

と

肚

會

と

を

見

る

ナ

ト

ル
ブ

に
取

つ

て

は

、

そ

れ

等

の

も

の

は

不

断

の

生

成

過

程

に

あ

う

、

無

限

の

磯

展

を
爲

す

に
於

て

、

必

ず

や

一
個

の
理

念

と

観

じ
得

ら

る

べ

く

、
從

つ

て

又

、

肚

會

生

活

に
於

け

る
究

極

の

理

想

は

之

れ

を

『
紳

』

と

解

し

、
宗

敷

と

見

る

に

非

難

さ

る

べ
き

理

由

は

無

い
。

否

な

肚

會

的

目

的

論

は

『
聖

』

こ
号

ω

出
・
一一お
緊

の
領

域

に
於

て

終

結

を

告

ぐ

る

も

の
で

あ

る

②
。

殊

に

ナ

ト

ル

プ

が

個

性

と

肚

會

と

を

以

て

密

接

な

る

相

關

(一《
O
『
『O
一餌
叶肖く
)

の
關

係

に

在

る

も

の
㈹

と

云

へ
る

は

吾

等

が

前

章

に
於

て
考

察

せ

る

と

こ

ろ

と

一
賑

の
相

通

ず

る

も

の
あ

る

を

畳

ゆ

る

の
で

あ

る

。

ω

ω
o
紆
℃
O
o髭

口口
山
≦
-臼
び
円
郎
三
ロ
ぴq
窪

印宕
℃℃
ω
.
い◎o
●

②

左
右
田
喜

一
耶
稿
、
テ
レ
ナ
ロ
ギ
ー
考
察
、
思
想
大
正
十
二
年

一
月
號
所
載
、
八

一
頁
蓼
照

③

属
彗
o
『や

帥
・
p
O
壱
ロo
●
茸
●

有
償
値
的
な
る
肚
會
に
劃
立
す
る
も

の
、
否
な
概
念
上
密
接
な
る
相
關
關
係
に
在
る
も
の
は
、
輩
な
る
個
人
で
な

く
て
有
領
値
的
な
る
個
性
、
從

つ
て
倫
理
的
な
る
人
格
で
な
け
れ
ば
な
ら
繊
。
肚
會
の
意
義
が
文
化

の
完
成

に
誰
く

と
云
ひ
得
べ
く
ん

ば
、
個
人
の
意
味
は
正
に
人
格

の
完
成

に
鑑
く
と
云
は
ね
ば
な
ら
滋
。
犠
牲
と
奉
仕
と
は
蝕
庭

に



哲

學

上

の

根

篠

を

有

し

、

而

し

て
肚

會

に

埋

没

さ

れ

カ

る
幾

多

の
個

性

の
要

求

し

得

べ
き

地

位

は

此

庭

に
存

す

る

に

は

あ

ら

ざ

る

か

。

リ

ッ

ケ

ル

ト
竜

説

い
て

、

人

格

の
自

律

的

行

駕

は

人

格

が

己

れ

を
犠

牲

に

す

る

時

で

竜

、

己

れ
自

身

か

ら

出

登

し

、

そ

れ

に

よ

つ

て
同

時

に

己

れ

を

肯

定

す

る

も

の
で

あ

る

ω

と

云

つ
禿

。

軍

な

る

己

れ

の
拠

棄

は

決

し

て
倫

理

的

な

る

行

駕

で

は

な

い
②
。

よ

う

偉

大

な

る

人

格
め

駕

め

に

己

れ

を
捧

ぐ

る

と

い
ふ

意

に
於

て

の

み

、

友

の
蔦

め

に

死

し

、

肚

會

の
駕

め

に

殉

ず

る

も

の

＼
倫

理

的

債

値

と

歴

史

的

意

味

と
を

要

求

し

得

る

の
で

あ

る
③
。

①

家
oぎ
3

0D
岩
8
ヨ

餌
臼

国
同一δ
㎞名
三
ρ
】崔
`
H鴇
目
§
ぎ
㈹
魯
M
お
N
ポ
o◎
●
い
いo
●

②

『
愛
と
認
識
と
の
出
機
』
に
於
て
犠
牲
の
教
、
捨
勇
の
道
な
説
い
れ
倉
田
百
三
氏
が
、
遂
に
其
の
師
西
田
天
香
氏
の

一
燈
園
生
活
に
疑
な
い
だ

き
、
最
近
の
論
丈

『
積
極
溢
』
(著
書
、
『静
思
』
に
攻
む
)
に
於
て
、
反
旗
な
醗

へ
し

「
弱
き
善
入
」
れ
ら
ん
よ
り
も

「
強
き
超
入
」
れ
ら
ん

と
云
へ
う
に
、
此
の
意
味
に
於
て
興
味
深
き
思
想
上
の
推
移
で
あ
る
と
思
ふ
。

㊨

約
翰
…傾
四餓
甲十
五
幽早
仏弟
十
一一】節
塗
昭
…

個
性
問
題
の
考
察
に
あ
π
つ
て
は
左
右
田
博
士
と
共
に
、
内
面
的
に
は
慣
値
あ
り
て
之
れ
を
導
き
、
外
面
的
に
は

超
個
的
個
性
を
究
覚
目
標
と
す
ω
と
解
す

る
吾
等
は
、
厳
に
有
儂
値
的
な
る
個
性
と
見
た
る
人
格
の
、
超
人
格
的
性

質
を
認

め
ざ
る
を
得
な

い
。

『
偉
大
な
る
人
格
の
本
質
は
人
格
が
超
人
格
的
慣
値
を
自

己
の
中
に
開
展
し
て
外
界
に

形
成
す
る
と

乙
う
に
存
す
る
』
と
ウ
ヰ

ン
デ
ル
バ
ン
ド
の
云
ひ
し
が
如
く
⑭
、

人
格
が
肚
會
的
重
要
と
歴
史
的
の
意

味
と
を
有
し
來
π
る
は
、
己
れ
自
か
ら
に
於
け
る
輩
な
る
個
人
的
要
求
を
否
定
し
、
超
個
的
な
る
目
標
を
目
指
せ
る

社
會
哲
學
の
基
本
問
題

ご
九
七



商

學

討

究

第

二
巻

(下
)

二
九
入

ら
コ
レ
ラ

ア
ト

ペ
グ

リ

フ

に
在
る
。
斯
く
解
す

る
に
於

て
吾
等

は
相
關
概
念
と
し

て
の
肚
會
劃
個
人

の
關
係

を
忘
る

＼
こ
と
な
く

、
而
か
も
克

く

ナ

ト
ル
プ
と
共

に
、
深

め
ら
れ
た
る
個

性
は
深

め
ら
れ
π
る
肚
會
を
意
味
し
、
叉

π
反
劉

に
、
深

め
ら
れ
カ
る
肚

會
は
深

め
ら

れ
π
る
個
性
を
意
味
す
と
云

ひ
得

べ
き

で
あ

る
。

ω

左
右
田
喜
}
郎
著
、
丈
化
慣
値
と
極
限
概
念
、
大
正
十
一
年
刊
、
四
四
八
頁
勢
照

②

を
坤巳
色
冨
昌P
固
巳
o一言
昌σq
ぎ
a
o
憎
三
ざ
mo℃三
ρ
い.
卜
岳
●M
日
夢
言
㈹2

お
NoM
oD
■
い出
・

き
う
な
が
ら
斯
く

の
如
く

、
有
債
値
的
な
る
個
人

を
以

て
倫

理
的
な
る
人
格

に
在
る
べ
し
と
し
、
且

つ
斯
く

の
如

き

人
格

を
以

て
の
み
有
個
値
的
な
る
肚
會
は
成

立
す

べ
き

も

の
、
否
な
肚
會
と
個
人
と
は
畢
覧
此

の
入
格
の
雨
面

的

解

繹

に
他
な
ら
ず
と
す

る

の
見
解
qり

に
封
し

て
は
、
そ
れ
が
左

右
田
博
士

の
慣
値
哲
學

に
立
脚

し

つ

＼
竜

爾
ほ

且

っ
、

『
倫
理
的
個
性
』

を
以

て
肚
會
生

活
の
前
提
と
し
、
進

ん
で

は

一
切

の
償
値
生
活

の
基
準
と
見
る
も

の
な
る
限

ウ
、
恐
ら
く
左
右
田
博

士

の
側
よ
う
、
道
徳
偏
重

の
濁
断
論

に
陥

る
も

の
と

し
て
、
勘

な
か
ら

澱
非
難
攻
撃

は
加

へ

ら

る

＼
で
あ

ら
う
。
に
も
拘
は
ら
ず

、
豫

想
し
得

べ
き

一
切

の
論
難
を
排

し
て
余
が
斯
く
主
張

し
得

る
の
根
篠

は
何

庭

に
在
る
か
。
個
人

の
意
味
は
人
格

の
完
成

に
誰
く
と
解
す

る
に
よ
り
て

一
切

の
人
格

、
從

つ
て
上
は
大
衆

の
先
騙

者

・
智
導
者

力
る
天
才

よ
り
、
下
は
身
を
捧
ぐ

る
に
よ

つ
て
、
直
接

に
は
文
化

に
参
與
す

る
こ
と

な
く

、
世

に
埋
没

せ
ら
れ
、
忘
却

せ
ら

れ
、
否
な
多
く

の
場
合
に
於

て
、
有
害
な

る
重
荷

、
無

盆
な
る
丈
化

の
底
荷

と
し
て
蔑
親

せ
ら



■

●

る

＼
世

の
所
謂

る
卒

均
水
準
者

・
過
剰
者

に
至
る
ま
で

、

一
様

に
有
慣
値
的
な

る
個

性
と
し

て
、
世
上
に
於

け
る
存

在

の
理
由

と
歴
史
的

の
意
味
と
を
認

め
得

べ
し
と
し
、
斯
く
解
す
る
に
於

て
の
み
、
左
右
田
博
士

の
所
謂

る

『
肚
會

哲
學
と

し
て
の
文
化
主
義
』

を
正
當

に
、

且
つ
純
眞

に
理
解

し
得

べ
し
と
す

る
余

の
根
振

は
、
果
し
て
何
庭

に
存
す

る
か
。

余
の
想

ひ
は
舷

に
於

て
慣
値

の
禮

系
に
到
ら
ざ
る
を
得
な

い
。

0り

此
の
鮎
更
に
第
五
章
に
於
て
詳
論
す
。

四

辱

働

凡
そ
慣
値
膿

系
論

の
考
究
が
哲
學
基
礎
論
に
於
け

る
終
結
を
意
味
す

る
ω
も

の
な

る
に
於

て
、
吾
等

は
如
何
な
る

哲
學
者

に
も
、
何
等
か

の
形
式
と
意
味
と

に
於

け
る
憤
値
膿

系

の
思
想
を
認

め
得

る
。
余

は
鼓
に
肚
會
劃
個
人

の
問

題

を
考
察
す

る
に
あ
カ

っ
て
は
、
何
等

か

の
意
味

に
於

け
る
償
値

の
謄
系
を
求

め
ず
し

て
は
到
底

、
其

の
究
極

の
解

明

の
得

べ
か
ら
ざ
る
を
想

ひ
、
現
代

に
於

け
る
最
も
重

要
な
る
二
三

の
思
想
を
吟
味

し
、
而
し

て
そ
れ
等
が
、
吾
等

が
當
面

の
問
題

に
如
何
な

る
光
明
を
與

へ
得

べ
き
や
を
考
察

せ
む
と
欲
す
る
。

03

空
。冨
3

ω署
3
日
自臼
コ
リ一♂
。・。℃
ぼ
ρ
団
創
・
H"
↓
5、瓢
謎
窪

同紀
♂
QD●
ωミ
.

祉
會
哲
學
の
基
本
問
題

二
九
九



商
學
討
究

第
二
雀

(下
)

三
〇
〇

周
ね
く
人

の
知

る
如
く

ウ
ヰ

ン
デ

ル
バ

ソ
ド
は
カ

ン
ト
を
享

け
、
ま
π
之
れ
を
贋
展

せ
し

め
て
債
値
を
論

理
的

・

審
美
的

・
倫

理
的

。
及

び
形

而
上
的

の
四
種
と
な
し

π
ω
。

然
し
な
が
ら
余

の
窺

ひ
得

力
る
範
園
内

に
於

て
最

も
精

細

な

る
儂
値
禮
系
論

を
組

織
し
た
も

の
は

ミ
ユ
ン
ス
タ

ー
ベ
ル
ヒ
で
あ
る
。
彼

れ
は
債
値

の
種
類

を
細
分
し

て
二
十

四
と
爲

し
た
が

、
然

し
根
本
的

に
は
、
傳

統
的
な
る
四
分
法
を
踏

襲
し
て

ゐ
る
の
で
あ

る
。
是
等

四
種

の
償

値
が
如

何

に
し

て
統

一
せ
ら
れ
調
整

せ

ら

る

＼

や

を
考

ふ
る
に
、

ミ

ユ
ン
ス
タ

ー
ベ
ル
ビ
に
擦

れ
ば
㈲
、

論

理
的

・
倫
理

的

・
及

び
美
的

の
三
慣
値
は
其

の
本
源
に
於

て

一
で
あ
う
、
且

つ
其

の
構
造
は
均

一
な
る

に
拘

は
ら
ず
、
吾
等

は
之

れ
に
基
づ

い
て
、
濁

立
せ
る
三
個

の
世
界

を
有
し
得

る
。
其
れ
等

各

々
を
自
か
ら
拘
束
す
る
と

乙
ろ

の
世
界
形
式

は

結
局
同

一
で
あ

る
に
し
て
も

、
其

の
形
式

の
三
重

の
實

現

に
は
其

れ
自

か
ら
密
着
し
カ

る
、
然

し
互

に
濁
立

せ
る
三

個

の
世
界

現
實

に
導

び
く
も

の
で
あ

る
。
即
ち
第

一
の
論
理
的
便

値
は
知
識

に
依

つ
て
把
握

せ
ら
れ
、
第

二

の
倫
理

的
債

値
は
吾
等

の
算
嚴

を
要
求
し
、
而
し

て
最
後

の
美
的
債
値

は
蹄
依

に
依

つ
て
達

せ
ら
る

＼
。

而
か
も
是
等

の
三

領

値
は
全
く
互

に
等
格
化
す
る
も

の
で
あ

つ
て
、
其
れ
自

か
ら
で
は
未
だ
債
値
を
有
せ
ざ

る
と

こ
ろ

の
、
生
活
経
験

の
同
じ
基

本
的
な
る
材
料
か
ら
出
つ

る
も

の
で
あ

る
。
吾
等

の
日
常

の
思
考

に
於

て
は
、
租
も
す
れ
ば
論
理
的
債
値

の
集
團

を
以

て
他

の
二
個

の
債
値

の
上
に
位

せ
し

め
む
と
す
る

の
傾
向

を
有
す
る
。
然

し
な
が
ら
吾
等

は
、
之
を
敢

行
す

る

の
権
利
を
有
し
得

な

い
。
若

し
も
吾
等
が
是
等
諸
債
慣

の
境
界

を
抹
殺
す

る

こ
と
を
許
す
な
ら
ば

、
吾
等

は

b



如
何
な

る
評
慣

を
竜
公
正
に
駕

し
得

な

い
で
あ

ら
う
。
唯
だ
然

し
、
若
し
も
登
膿

と
し
て

の
世
界
が
矛

盾
と

は
な
ら

ず

、
而
か
竜
そ
れ

に
よ

つ
て
結
局
無
償

値
の
も

の
と

な
ら
な

い
と
す

れ
ば

、
右

に
述
べ
穴
如
き
諸
慣
値

は
ど

う
に
か

し
で
結
合
さ
れ
ぎ
る
を
得

な

い
。

ミ

ユ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
ビ
に
撫

れ
ば
吾
等

の
生

(ぴ
o
σ
oロ
)
の
意
味

は
吾
等

の
世
界
を

結
局
、

一
と

し
て
、
而
し
て
同

一
と
し

て
観
ず

る
や

否
や

に
依

つ
て
定

め
ら
れ
、
世
界
は
蕾

に
吾
等

の
生

に
意
味

を

與

ふ
る
の
み
な
ら
ず

、
而
か
竜
此

の
事
情

の
下
に
於

て
は
、
全
禮
と
し

て
の
世
界

は
有
償
値
的
と
な
る
。

而
し
て
斯

く

の
如
く

、
種

々
な

る
慣

値
の
世
界

に
統

一
を
與

ふ
る
と

こ
ろ

の
生
命
領
値

(一ピO
び
Φ
ご
ωぐく0
『汁)
が
宗
敷
で

あ

ら
、
此

の
目
標

へ
の
意
識
的

・
目
的
観
的

の
仕
事

が
哲
學

な

の
で
あ

る
。
論
理
的

・
倫
理
的

・
及

び
美
的

の
、
夫

々
特
殊
な

る
世
界

に
分
裂
す

る
と

乙
ろ

の
経
瞼
的
世
界
は
、
吾
等

の
宗
敷
的
及

び
哲
學
的
信
念

に
依

つ
て
維
持

せ
ら
れ
、
而
か

も
其

の
中

に
於

て
は

一
切

の
劉
立
が
清

乏
失
せ
る
と

こ
ろ

の
包
括
的

・
究
極
的
世
界
と
し

て
現
は
れ
る
。
而
し
て
此

の
究
極
的
世
界

は
諸
儂

値

の
世
界

の
全
禮
と
同

一
で
あ
う
、
而
か
も
完
全
な

る
現
實
で
あ

る
が
故

に
、
可
経
瞼
的
な

る
も

の
、
並
に
超
経
瞼

的
な
る
も

の

＼
間
に
於

け

る
關
係

は
再

び

一
個

の
絶
封
的
領
値

を
表
示
す

る
。
そ
れ
が
形

而

上
的
償
値
な

の
で
あ

る
。
宗

敷
は
世
界

に
聖
償

値
を
與

へ
る
と

乙
ろ

の
紳

を
創
造
し
、
哲
學

は
絶
封
債
値
を
世
界

に

與

へ
る
と

乙
ろ

の
、
永
遠
な

る
行
爲

に
於

け
る
究
極

の
基
礎
を
求

め
る
。
而
し

て
是
等

二
個

の
慣
値

の
集
團

、
即
ち

宗
敷
的
な

る
聖
慣

値
と
哲
學
的
な

る
絶
甥
債
値
と
は
、
共

に
形

而
上
的
領
値
と

し
て
、
論
理
的

。
美
的

・
及

び
倫
理

◎

吐
會
哲
學
の
某
本
問
題

三
〇

一



の

商

學

討

究

第

二
巻

(
下
)

三
〇
二

的

の
三
慣
値

に
劃
立
す

る
の
で
あ

る
。
而
し
て

ミ
ユ
ン
ス
タ
ー

ベ
ル
ヒ
に
篠

れ
ば
宗
敷
は
、
吾
等

の
生
活
に
統

一
を

レ
ロ

ベ
ン

ス
ヰ

ア
ト

ク

ゆ
ヅ

ウ
ア

ベ

ア
ト

與

へ
る
と

こ
ろ

の
生

命

償

値

で

あ

り

、

哲

學

は

諸

償

値

の
統

}
を

求

む

る

と

こ
ろ

の
文

化

慣

値

な

の

で

あ

る

。

ω

を
ぎ
山
9
げ
碧
P

日
三
隻
=
お

ぎ

と
。
囹
包
o
』・。
℃
三
。
-
N●
〉
島
.
臼、儲
σ
ぎ
σq
窪

H紹
ρ

㈲

冨
口
累
仲。ヨ
。お
"
日
ぎ

国
δ
N昌
巴

く
巴
舘
ン
H℃
=
M
で
℃
.
い
お
ー
Q◎。N
●

一
切

の

純

慣

値

は

最

原

本

的

な

る
業

か

ら

必

然

的

に

生

ま

れ

、

而

か

も

世

界

の
自

己

完

成

の
要

求

か

ら

し

て
形

而

上

的

領

値

は

生

ず

る

と

見

る

ミ

ユ

ン

ス

タ

ー

ベ

ル

ヒ
に

取

つ

て

は

、

論

理

的

・
倫

理

的

・
及

び
美

的

の

三
領

値

の
間

に

劉

等

(∩
O
-O
「α
一昌
9
梓
四〇
=
)
の
關

係

あ

う

と

見

な

が

ら

も

、

其

れ
等

を

統

一
す

る

も

の
と

し

て

『
聖

』

と

『
絶

劉

』

と

の
形

而

上

的

の
債

値

を

想

ふ

の

は

寧

ろ

常

然

で

あ

ら

う

。

さ

b

な

が

ら

イ

デ

ァ

の
世

界

の
頂

上

に
善

を

置

く

こ
と

を

以

て

、
從

つ

て

叉

斯

く

の

如

き

償

値

の
位

階

(
寄

お

。
邑

≡

梶
)
を

想

定

す

る

に

於

て

、

ブ

ラ

ト

ー

ン
を

す

ら

形

而

上

學

者

と

見

ざ

る

を
得

ざ

る

吾

等

は

、

鼓

庭

に

ミ

ユ

ン

ス
タ

ー

ベ

ル

ヒ

に

劃

し

て
竜

、

一
慣

値

を

以

て

他

慣

値

の

上

位

に

置

く

こ

と

に
於

て

、
從

つ
て

叉

斯

く

解

す

る

に

於

て

は

到

底

一
義

的

・
並

立

的

の
文

化

本

然

の
性

質

を

解

し

得

ざ

る

の
故

を

以

て

、
同

様

の
非

難

を

加

へ
ざ

る

を

得

な

い

の
で

あ

る

。

鼓

庭

に
從

來

の
位

階

的

債

値

膿

系

の
思

想

を
排

除

し

て

、
意

味

深

き

へ
ー
ゲ

ル

の

思

想

に
準

篠

し

な

が

ら

、

新

し

き

橿

値
膿

系

の

樹

立

を

試

み

尤

る

は

メ

ー

リ

ス
で

あ

る

。

メ

ー
リ

ス
に

榛

れ

ば

ω

慣

値

膿

系

論

に
於

て
取

扱

は

る

べ



■

き

は
量
的
秩
序
で

は
な
く

て
、
質

的
秩
序
で
あ

る
。
彼

れ
は

一
方

に
於

て
科
學

・
國
家

・
法

律

・
道
徳

・
政
治

・
経

藩
∵

技
術

の
如
き

、
絶

乏
ず
畿
展
し

て
止
ま

ざ
る
も

の
、
即
ち
磯
展
擾
張

(ω
窮
・已
毒
σq
)
の
原
理
に
依

つ
て
支
配
さ

る

＼
竜

の
を
客
観
償

値
叉

は
貢
献
慣
値

(じ⇔
舞

舜
αq
ω
ミ
。
§

)
と

し

て

立
て
、
他
方

に
於

て
宗
敷

・
藝
術

・
及

び
哲
學

に
於

け
る
が
如
き

、
進
歩
磯
展

の
理
念

の
介

入
を
許
き

団
る
も

の
、
即
ち
統

一

(国
言
ゴ
o
圃け)
の
概
念

に
結
び
付
く
竜

の
を
絶
劃
慣
値
又
は
完
結
債

値

(<
○
=
。
昌
含

コ
σQ
・。～く象

。)
と

し
て
劉
立

せ
し

む
る
。

而
し

て
前
者

は

へ
ー
ゲ

ル
に
於

け

る
客
観
的
精
紳

(。
σ
覧
a
<
o
「
O
。
馨
)
に
、
後
者
は
絶
劃
的
精

神

(き
・・9
暮
q

O
。
圃ω爵)

に
該
當
す

る
竜

の
で
あ

る
。

先
づ

一
切

の
貢
献
慣
値

に
就

い
て
見
る
に
其
れ

は

一
個

の
究
極

目
的

の
理
念
に
依

つ
て
決
定

さ
れ
る
。
從

つ
て
此

の

分

野
に
於

て
は
不
断

の
登
展
と
永
遠

の
精
進
と
が
見
受

け
ら
れ

る
。
此

の
意
味

に
於

て
貢
献
債

値
は
叉
、
精
進
慣

値

(〉
呂
穿
q
二
=
σq
ω
・器
嵩
。)
と
も
名
付

け
ら

れ
る
。
例

へ
ば
現
實

の
内
容
を
解
明
し

よ
う
と
す

る
科
學

は
不
終
結
的
で
あ

る
。
即
ち
科
學

は
無
限

の
彼
方
な

る

一
個

の
目
標

を
目

指
し

、

一
個

の
統
奉
観

念

(お
ケq
巳
豊

く
。

一ユ
8
)

に
導

か
れ

な
が
ら
、
不
断

の
精
進

を
績

け
る
竜

の
で
あ

る
。
次

に
理
性
國
家

の
理
念

に
於

て
の
人
間
肚
會

の
完
成

は
、
同
檬

に

無
限

の
過
程
で
あ

る
。
溢
徳

に
就

い
て
も
同
標

に
、
自
由
な

る
自
律
的
人
格
は
人
間
螢
展

の
究
極
目
的
と
し

て
把
握

せ
ら
れ
得

る
に
過
ぎ
ず

し
て
、
溢
徳

の
完
成

さ
れ
カ
る
時

は
未
だ
曾

つ
て
な
か

つ
た

の
で
あ
る
。
斯
く

し
て
進
歩

の

理
念
は
貢
献
慣
値

に
於

て
の
み
其

の
意
義
を
有
す

る
の
で
あ
る
。
更

に
又

允
貢
献
債
値

に
依

つ
て
成
し
遽
げ
ら
る

＼

杜
會
哲
學
の
基
本
問
題

三
〇
三

●



O

商

學

討

究

第

二
巻

(
下
)

三
〇
四

科

學

も

経

濟

も

、

法

律

も

道

徳

も

、

其

の
完

成

は
藪

世

紀

に

亙

う

、
ま

た

萬

人

の

力

に
依

ら

ね

ば

な

ら

澱
。

此

の
意

味

に
於

て

貢

献

償

値

は
又

た

肚

會

的

償

値

(ω
O
N
一踏
一〇
ノンNO
「梓O
)
と

も
名

づ

け

ら

れ
得

る

も

の
で

あ

る

。
然

る

に

宗

敷

・

藝

術

。
及

び

哲

學

に
於

け

る

が

如

き

、

絶

封

的

若

し
く

は

完

結

的

僧
…値

に

於

て
は

、
究

極

目

的

叉

は

進

歩

の
理

念

は

不

必

要

で

あ

る

。
是

等

の
文

化

慣

値

は

創

造

さ

れ

た

る

夫

々

の

時

代

に
於

て

、

絶

劃

的

な

る

完

全

終

結

性

が

與

へ
ら

れ

る

。

例

へ
ば

ミ

ケ

ラ

ン
ゼ

ロ
の
藝

術

作

品

は

プ

ラ

ト

ー

ン
の

哲

學

、

基

督

の
宗

敷

と

共

に

、

そ

れ

自

か

ら

完

成

さ

れ

た

竜

の

で

あ

る
。

從

つ

て
是

等

の

文

化

慣

値

が

一
度

び

創

造

さ

る

＼

に

於

て

は

、
其

れ

に
關

す

る

如

何

な

る
憂

化

、

如

何

な

る

援

大

も

、

正

に

其

の
破

壊

を

意

味

す

る

も

の

で

あ

る
。

更

に
叉

、

絶

甥

的

債

値

は

決

し

て
肚

會

に

依

う

、

ま

π

時

代

に

依

つ
て

實

現

さ

れ

る

竜

の
で

は

な

い
。

却

つ

て
常

に

、

個

々

の
超

出

せ

る

人

格

の

創

造

に
侯

π

ね

ば

な

ら

な

い
の

で

あ

る

。

此

の
意

味

に

於

て
絶

封

的

領

値

は

叉

、

非

肚

會

的

慣

値

(霧
O
N
凶巴
¢
を

q
【。
)
と

も

云

ひ
得

る

の
で

あ

る

。

ω

冨

包
一ρ
頴
耳
び
ロ号

自
臼

O
霧
。三
。
耳
娼
三
δ
8
℃
三
ρ

ヒd
①忌
コ
お
H摯
ω
ω
・
ω
09
1
い9
。

血
P

U
一①
切
o旦
窪
暮
㈹
s乱
の9
0口
国
ヨ
N巴
日
o
霧
鼻

8
伽
O
①
ヨ
①
団霧
oげ
弩
♂
(Hb
σqo
。・
お
n悼
噛
頃
P

×
一"
=
o津

一)
Qっ幹

ωQ◎
ー
轟ρ

斯

く

の

如

き

メ

ー

リ

ス
の
債

値

類

別

論

に
劃

し

て

は

、
既

に
左

右

田

博

士

が

へ
ー
ゲ

ル
に

於

け

る

仔

細

な

る

論

究

の

後

に
輿

へ
ら

れ

π

る

非

難

の

如
ぐ

CO
、

そ

が

著

し

く

へ

し
ゲ

ル
の

思

想

に

相

通

ず

る

竜

の
あ

る

の

故

を

以

て
吾

等



も
亦
π
同
様
な

る
疑

問
を
懐

か
ざ
る
を
得
な

い
。
固
よ
う
宗
敷
と
藝

術
と
哲
學

と
は
多
く
、
超

出
し

π
る
天
才

の
創

造

に
侯

だ
ね
ば
な
ら

漁
。
從

つ
て
叉

、
天
才
の
事
業
が
其
れ
自

か
ら
内
面
的

の
慣
値
を
有

し
、
時
代

を
超

え
、
萬
人

を
絶

し
て
、
文
化
慣

値
の
王
冠
を
戴

い
尤

こ
と

は
吾
等

の
否

む
と

こ
ろ
で
は
な

い
。

ミ
ケ
ラ

ン
ぜ

ロ
の
藝
術

、
基
督

の
宗
敷
は
ブ
ラ

ト
ー
ン
の
哲
學
と
共

に
、
時

の
流
れ
、
人

の
ど

よ

め
き

を
超

え
て
、
其
れ
自
身

固
有

の
絶
封
的
偵
値

を
具
有
す
る
。
從

つ
て
又
斯
く

の
如
き
文
化
領

値
が
、
部
分
的

の
改
礎

を
竜
其
れ
自

か
ら

の
破

壊
と

し
て
忌
避
す

べ

き

も

の
な

る
こ
と
は
、
吾
等

の
認

め
ざ
ら

む
と
す

る
も
得
ざ
る
と

乙
ろ
で
あ
る
。
反
封
に
叉
、
客
観

的
債
値
若

し
く

は
貢

献
慣
値
と
稻

せ
ら

る

＼
も

の
に
し

て
、
究
極
目
的

に
導

か
れ
、
從

つ
て
登
展
的

・
乖
離
的

・
肚

會
的
な
ら
ぬ
は

無

い
。
さ
り
な

が
ら
吾
等

は

一
面

に
於

て
、
思
惟
と
共

に
進
歩
す

べ
き

哲
學
を
思

ひ
、
時
代
と
共

に
推
移
し
磯
展
す

べ
き

宗
敷
を
思

ひ
得

ぬ
で
あ
ら
う
か
。

而
し

て
又

他
面

に
於

て
、
道

徳

の
天
才
を
思

ひ
、
法
律

の
思
想
、
繹
濟

の
制

度

に
其
れ
自

身
固
有

の
内
面
的

・
完

了
的
償

値
を
思

ひ
得

澱
で
あ
ら
う
か
。
否
な
斯
く

の
如
く
槻
じ
得

る
の
立
場
あ

り
得

れ
ば

之
そ

、
吾
等

は

ケ
ー

ニ
ヒ
ス
ベ
ル
グ
の
大
哲

に
封

す

と

同

一
の
、
人
格
的

の
尊
嚴
と
歴
史
的

の

意
味
と

を
、
名

も
な
き

一
ラ

ン
ペ
に
認

め
得

る
の
で
あ

る
。
吾
等

は
鼓

に

メ
ー
リ

ス
を
去
う

て
左
右
田
博

士

の
吟
味

に
移

ら

ね
ば
な
ら
な

い
。

ω

左
右
田
喜
一
耶
著
、
丈
化
償
値
と
極
限
概
念
、
大
正
十
一
年
刊
、
=
二
一
ー
一
三
九
頁
蓼
照

杜
會
哲
學
の
基
本
問
題

三
〇
五
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一二
〇
山ハ

左

右
田
博

士

に
篠

れ
ば
ω

一
の
櫃

値
を
以
て
他

の
償

値

の
上
に
置
き

、
若
し
く
ば

一
の
債
値
に
、
他

の
債
値

よ
う

種

別
せ
ら

る
べ
き

性
質
上

の
差
異
が
あ
る

の
で
は
な

い
。
唯
だ
慣

値
を
見
、
之

れ
を
考

ふ
る
立
揚

の
相
違

に
依
り
て

の
み
、

一
は
他

よ
う
匿
別
せ
ら

る
べ
し
と

の
立
論
を
な
し
得

る
の
で
あ
る
。

一
切

の
儂
値

は
斯
く
し

て
二
面

の
解
繹

を

有
し
得

る
。
即
ち

一
は
慣

値

の
経
過
を
思

ひ
、
他
は
債

値
の
意
味

を
探

る
。

一
を
、
課

せ
ら
れ
π
る
問
題
を
解
繹

し
之
れ
を
實

現
す

る
方
面

よ
う
観
察
す
る

も

の

と

す

れ
ば

、
他

は
端
的

に
慣

値
そ
れ
自

身

の
意
味

を
語

る
も

の
で

あ

る
。
而
し
て
此

の

一
面

の
解
繹
を

『
文
化
憤
値
』
と
名
づ
け
、
他
面
を

『
創

造
者
慣
値
』
MMω
。一】α
℃
融
;
、①
詳
..
と
呼

ぶ
。
肚
會

の
意

義
は
文
化

に
書
き

、
個

人
の
意
義

は
創
造

に
終
る
。
而
し
て
雨
者
が
同

一
債
値

の
雨
面

の
解
繹
な
う

と

の
意

に
於

て
、
創
造
者
債
値

の
あ

る
と

こ
ろ

、
其
庭

に
相
照
鷹

し
、
相
随
件
し

、
相

合
致
す
べ
き
文
化

の
、
存
在

す
べ
し
と
信

じ
得

る
の
認
識
論
的

根
糠

が
あ

る
。
斯
く
解
せ
ら
る

＼
に
於

て

の
み
文
化
債
値
と
創
造
者
慣
値
、
從

つ

て
祉
會
と
個
人
と
は
、
無
限

の
延
長

に
於

け
る
二
卒

行
線
と
し

て
の
合
致

・
調
和
を
想

ひ
得

る
の
で
あ

る
。

ω

左
右
田
喜

一
郎
著
、
丈
化
償
値
と
極
限
概
念
、
大
正
十
H
年
刊
、
=
二
九
1

一
七
一
頁

同
上
、
テ
レ
ナ
ロ
ギ
ー
考
察
、
思
想
、
大
正
十
二
年
】
刀
號
所
載
、
入
○
頁

其

の
論
構

の
雄
大
な

る
、
而
し
て
其

の
論
理
の
峻
嚴
な
る
、
吾

等
怯
筆

を
措
き

て
唯
だ

、
其

の
理
解

の
足
ら
ざ

る

を

の
み
憂

ふ
る
心

祉
會
に
於

け
る
文
化

が
超
出
し
カ
る
個
人

の
創

造
に
よ
う

て
深

め
ら

れ
、
高

め
ら

る

＼
も

の
な
る



に
於

て
、
吾
等

は
舷

に
、
創
造
が
個
人

に
於

け
る
究
極

の
意
味
を
語

る
べ
き

竜
の
な

る
を
思

ひ
、
斯

く

の
如
き
慣

値

に
係

は
ら

し
め
ら

る
べ
き
創
造
者

に
無
限

の
戚

嘆
を
禁

じ
得
な

い
の
で
あ

る
。
唯
だ
鼓
庭

に

一
個

の
、

い
と
小
さ
き

疑
問
を
提
出
す

る
こ
と
が
許

さ
る

＼
な
ら
ば

、
吾
等

は
創
造
者
π
る

こ
と
を
得
ざ
る
、
從

つ
て
直
接
文
化

に
滲
與

し

得

ざ

る
世

の
多
藪

の
手

均
水
準
者

の
地
位
と
意
味

と

は
、
之

れ
を
如
何

に
解
す

べ
き

や
を
問
は
な
け
れ
ば
な
ら

漁
。

超
出
し
た
る
個

人
は
創
造
に
よ
う

て
創

造
者
慣
値
と

し
て

の
内
面
的

・
自

足
完
了
的

の
喜
悦
を
抱
く
と
同
時

に
、
肚

會

に
於
け
る
文
化

に
貢
献

し
得

る
で
あ
ら
う
。
固
よ
う
吾
等

は
創
造
を
以
て

メ
ー
リ

ス
に
於

け
る
が
如
く

、
之
れ
を

宗
敢
と
藝

術
と
哲
學
と

の
領
域

に
の
み
限

つ
て
は
な
ら

諏
。
宗
敷

・
藝

術

・
哲
學

に
於

て
は
論
ず

る
ま
で

竜
な
く
、

倫

理

・
経
濟

・
法
律

・
政
治

・
軍
事

・
技
術

・
其
他
萬
般

の
文
化
領
域

に
於

て
、
天
才
を
思

ひ
創
造
を
想
は
ね
ば

な

ら

澱
。
さ
う
な
が
ら

、

一
切

の
個
人
は
果
し

て
杜
會
的

・
歴
史
的
文
化

の
創

造
に
墾
與

し
、
斯
く
し

て
直
接
丈
化

の

完
成

に
貢
献
し
得

る
で
あ
ら
う
か
。
否

な
余

の
解
す

る
と

こ
ろ
に
穣
れ
ば
、
直
接
文
化

の
完
成

に
墾
與

し
得

る
も

の

は
少
数

の
天
才

、
然

う
凡
俗
を
超
越
し
カ

る
少
藪

の
先
畳
に
過
ぎ
な

い
。
世

の
水
準
者

・
大
衆
者
は
却

つ
て
創
造
者

に
仕
侍
し
、
肚
會

に
身
を
捧
ぐ

る
に
依

つ
て
、
世

上
に
於
け

る
存
在

の
理
由

を
有
す

る
の
で
あ

る
。
個
人

の
意
義
は

創
造

に
誰
く
と
解

す

る
に
よ
り

て
、
果
し

て
吾
等

は
、
他
人
に
使
役
せ
ら
れ

つ
＼
あ

る
竜

の

＼
内
面
的

の
意
味
を
知

う
、
歴
史
的

の
意
味

を
悟
b
得

べ
き
で
あ
ら
う

か
。
窃

か
に
惟

ふ
に
、
超
出

し
カ
る
個
性

を
重

ん
ず
る

の
債
値
哲
學

杜
會
哲
學
の
基
本
問
題

三
〇
七
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〇
八

は
、
同
時

に
思
想
上

の
貴
族
主
義

・
天
才
主
義

に
陥

つ
て
、
天
才

を
し

て
天
才
た
ら
し

め
、
創

造
者

を
し

て
創
造
者

π
ら
し

む
る
も

の
＼
歴
史
的
意
味

を
、
悟
6
得

ざ
る

に
は
あ
ら
ざ
る
べ
き
か
。
個
人
が
個
人
と

し
て
の
意
、義
以
外
に

何
等

か

の
償
値

に
係

は
ら
し

め
ら
る

＼
に
よ
り
て
肚
會

に
存
在
し
得

る

の
根
振

あ
る
べ
し

、
と

せ
ば

、
そ
は
正
は
創

造
者
償

値
以
外

の
も

の
に
由

る
に
は
あ

ら
ざ
る
べ
き

か
。

一
切

の
人
格

、
從

つ
て
歴
史
的
丈
化

の
創

造

に
参
與

し
得

ざ
る
個
人
に
も
尚
ほ

且

つ
、
存
在

の
理
由
と
意
味
と
を
與

ふ
べ
き
も

の
が
、
謂
は
ゆ

る

『
肚
會
哲
學

と
し

て
の
丈
化

主
義
』

な
う
と
す
れ
ば

、
吾
等

は
其
れ
を
正
當

に
理
解

し
、
且

つ
其

の
根
撮
を
明
か
に
せ
む
が
駕

め
に
は
、
歴
史
的

文
化

の
創
造
以
外
に
、
從

つ
て
創
造
者
慣
値
以
外

に
、
個
人

の
係
は
ら
し
め
ら

る
べ
き
慣
値
を
求
む
る
の
要

は
な

か

る
べ
き

か
。
斯

く
し

て
余

は
、

一
度
び
は
左
右
田
博
士
自

か
ら
に
依

つ
て
排
除

せ
ら
れ
π
る
リ

ッ
ケ
ル
ト
の
慣
値
膿

系
論
①

に
今

一
度
、
蹄
う
行
く

の
要
な
き
や

を
疑

ふ

の
で
あ

る
。

ω

左
右

田
喜

一
郎
著
、

丈
化
債
値

と
極
限
概
念
、

大
正
十

一
年

刊
、

一
四

一
ー

一
四

二
頁

塗
照

働

ハ
イ

ン
リ

ヒ

・
リ
ツ
ケ

ル
ト
に
接

れ
ば
eり
吾
等

の
歴
史
的
文
化
生
活
は
不
断

の
襲
展
過
理

に
あ

り
、
而
か
竜
慣
値

哲
學

は
常

に
此

の
歴
史
的
丈
化

生
活
と
接
燭

を
保

つ
も

の
な

る
が
故

に
、
個
値
哲

學
が
何
等

か

の
便
値
膿
系

(≦

①
「叶-

・。景
8
ヨ
騨
二
5

を
有
し
得

べ

し

と

せ

ば

、

一
面

に
は
不
断

の
歴
史
的
登

展
に
備

へ
、
他
面

に
は
膿

系
と
し

て
の
超

歴



史
的
意
味
を
有
せ
ね
ば
な
ら

諏
。
然

る
に
歴
史
的
磯
展
を
見

る
に
、
小
息
み
な
き
憂
化

は
唯
だ
事

象

の
内
容

に
關

し

て
の
み
行
は
れ
、
其

の
形
式

に
關
し

て
は
行
は
れ
ず
、
全

て
の
襲
展
に
厨
す

る
と

こ
ろ

の
形
式
上

の
要
素

は
自

つ
か

ら

歴
史
的

の
登
展
を
脱
す

る
。
舷

に
於

て
慣
値
膿
系
が
超
歴
史
的
で
あ
う
、
且

つ
其

の
内
容

上
登
展
的
な
る
べ
し
と

せ
ば
、
そ

は
正
に

一
面

に
於

て
は
形
式
的
で
あ

う
、
他
面

に
於

て
は
開
放
的
で
あ

ら
ね
ば
な
ら
顧
。
斯
く

し
て
リ

ッ

ケ

ル
ト
は
包
括
的
な
る
世
界
全
禮
概

念

(旨
①
一叶』

σ
。
σq
ユ
3

の

一
切

の
本
質
的
成
分
π

る
主
観
と
客
観

、
現
實

的
存

在
と
非
現
實
的
要
當

、
形
式
と
内
容

、
に
結

び
付
け
ん
が
爲

め
に
、
諸
種

の
二
君
揮

一
(＼r
一梓①『昌
9け曲く
O
コ
)
を
探
用
す

る

こ
と

に
依

っ
て
、

}
方

に
は
艀
観
的

・
非
肚
會
的

・
物
件
的
便

値
を
立
て
、
他
方

に
は
活
動
的

・
肚
會
的

・
人
格

的
債
値
を
立

て
、
超
歴
史
的

・
開
放
的
な
る
根
本
的
劃
立
は
是
れ
以
上

に
あ

6
得

な

い

と

す

る

の

で
あ

る
。
論

理

的

・
審
美
的

の
債
値
は
前
者

に
属
し
、
倫

理
的
債

値
は
後
者

に
属
す
る
。

一
方
が
、
形
式

が
内
容

を
包
園

(¢
ヨ
。。9
7

駒・
ω。。窪
)
す

る

と

こ

ろ

の
包
園
的
形
式

、
並

に

=
兀
主
義
的
傾
向
を
採

る
竜

の
と
す

れ
ば

、
他
方
は
、
形
式

が
内
容

を
滲
通

(色
5
『Oゴ
(岸
一b
σq
O
=
)
す

る

と

こ
ろ

の

滲
通

的
形
式

、
並
に
多
元
主
義
的
傾
向
を
有
す

る
。
然
し
な
が
ら
慣
値

の
膿

系
は
之
れ
を
以

て
は
街
ほ
満
足
し
得
な

い
。
即
ち
此

の
償
値

の
二
類
別

は
猶
ほ
債

値
膿

系
に
必
要
な

る
べ
き
位

階

(影

5
σq
。
己
N三
ご
σq
)
を
映

如
す

る
。
而
し
て
斯
く

の
如
き

ラ

ン
グ
オ

ル
ド

ヌ
ン
グ
を
憤

値
膿

系
に
輿

ふ
る
も

の
は
、

最
高
慣

値
概
念
と
し

て
の
完
全
終
結
概

念

(<
。
}一自
&

巷
σq
吾
。
σq
ユ
3

に
他
な
ら
な

い
。

肚
會
哲
學
の
基
本
問
題

三
〇
九
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三

】
O

ω

空
。冨
3

ω
団
ω{。ヨ

岱
臼

団
ず
ま
ち
℃
三
ρ

切
【♂
r
↓
自
げ
写
㈹
。
ロ
お
N
ポ
oQ
・
い
轟Qc
卑

凡

て

評

領

し

、
其

れ

に

よ

り

て
債

値

を

認

め

な

が

ら

、

之

れ

を

財

に
實

現

せ

む
と

す

る
主

観

は

、

ヅ

ッ

ケ

ル

ト

に

よ

れ

ば

ω
、

評

慣

の
作

用

が

到

達

せ

む

と

努

力

す

る

目

標

を

そ

れ

自

か

ら

設

定

す

る
。

而

し

て
其

の
努

力

は

唯

だ

彼

れ

が

其

の
目

標

に

現
實

(詔
三
^
一凶。
ε

に

到

達

す

る

か

、

叉

は

少

く

と

竜

到
達

に

近

づ

く

時

に

の

み

、

意

義

あ

る

も

の

と

し

て
彼

れ

に

現

は

れ

得

る

の
で

あ

る

。

叉

力

各

主

観

は

、

そ

れ

が

財

に

於

け

る

債

値

實

現

に

努

力

す

る

限

b

、

其

の
努

力

は

一
個

の
終

結

を

期

待

す

る

。

而

し

て

此

の
限

う

に
於

て

は

完

全

終

結

は

、
全

て

の

評

償

並

に

財

に

於

け

る

債

値

實

現

の
努

力

を

支

配

し

、
叉

そ

れ

と

典

に

評

慣

は

終

了

す

る

の

で

あ

る

。

今

斯

く

の

如

き

完

全

絡

結

(<
。
一7

団
&

琵

σq
)
の

傾

向

を

部

分

と

全

禮

と

の

關

係

に
結

び
付

け

て
考

ふ

れ

ば

、

財

に
於

け

る
慣

値

實

現

は

次

の

三

種

の
領

域

に

匠

別

し

得

る
。

第

一
は

、

全

膿

と

し

て
到

底

一
個

の

絡

結

に

達

し

得

な

い
と

こ
ろ

の

、

即

ち

唯
だ

生

成

的

全

腱

(宅
O
『飢
O
昌
血
O
H
,O
酢蝉
一一峠93
叶)

に
接

近

す

る

だ

け

で

、

決

し

て

完

結

的

全

膿

(
♂
「
江
σq
。
日
o
琶

一聾

)

に
到

達

し

得

な

い
と

こ

ろ

の

不

完

結

的

全

禮

(齪
昌
lO
コ
告
一一〇
び
O

]
UO
峠餌
一凶汁餅
什)

の
領

域

で

あ

り

、
第

二

は

、

部

分

と

し

て

一
個

の
完

全

絡

結

に
達

し

得

る

と

こ

ろ

の

完

全

終

結

的

特

異

(<
。
=
-。
コ
豊

9

。

雰

長

一̂
三
ρ
ユ
蜂

)

の

領

域

で

あ

う

、

而

し

て
第

三

は

、

前

二

者

の
綜

合

と

し

て
考

へ
ら

る

べ

き

、

即

ち

一
切

の
努

力

が

全

膿

に
劉

し

て

一
個

の

終

結

に
達

す

る

も

の

と

考

へ
ら

る

べ
き

完

全

絡

結

的

全

膿

(<
o
=
ゐ
5
α
=
∩
訂

目
o
叶巴
肖感
峠
)
の
領

域

で

あ

る

。

現

實

全

膿

の
學

は

第

一
の
領

域

に

、

藝

術

作



陰

品
は
第

二
の
領
域

に
、
而
し

て
宗
敷

は
第
三
の
領

域
に
夫

々
鳥
す

る

の
で
あ

る
。
更

に
以
上

三
個

の
領

域
に
時
間
概

念

(N
警
σ
。
σq
二
瞬
)
を
入
れ
て
考

ふ
れ
ば
、
第

一
の
領
域

に
於
け

る
財
は
將
來

に
慣
値
を
想
望
す

る
も

の
な
る
が
故

に

之
れ
を
將
來

財

(N
三
くζ
=
穿
醤

ζ

)
と
稽

し
得

べ
く
、
第

二
の
領

域

に
於

け

る

財
は
現
在
に
於

て
完
全
終
結

に
達
す

る
が
故
に
現
在
財

(Ω
。
σq
9
麺

量

σ。
舞
ε

と
稻
し
得

べ
く

、
而

し

て

第
三

の
領

域
に
於

け

る

財
は
常

に
超

時
間
的

(No
凶巳
○
。。)
と
考

へ
ら

る
べ
き

が
故

に
永
久
財

(曼
≦
要

。
骨
σ。
§
。
「)
と
稻

し
得

べ
き
で
あ

る
。
斯
く
し

て
完
全

終
結

の

傾

向
が
活
動
的

・
人
格
的
範
域
と

、
静
観
的

・
物
件
的
範
域
と

に
現

は
る

＼
に
依

つ
て
、

一
方

に
於

て
は
倫

理
的

・

愛
情
的

・
及

び
人
格
神

敏
的
領

値

の
三
段
階
を
思

ひ
、
他
方

に
於

て
は
論
理
的

・
美
的

・
及

び
神
秘
敷
的
慣
値

の
三

段

階

を

思

ふ

を

得

べ

く

、

而

し

て

吾

等

は
戴

虜

に

、

一
種

の
位

階

(肉
磐

αq
9
,9

毒

αq
)
又

は
段

階

(Q∩
さ

雪

♂
一びq
。
)
を

有

す

る
包

指

的

な

る
慣

値

の
燈

系

に

到

達

し
得

る

の

で

あ

る

。

ω

空
。ぎ
3

箇

p
O
も
し。
㏄
.
ω
Mい
ー
も
N
■

然

ら

ば

斯

く

の

如

き

慣

値

の
膿

系

よ

り
吾

等

は

、
當

面

の

問

題

尤

る

杜

會

と

人

格

と

を

如

何

に

解

し

、

人

格

と

人

格

と

の
結

合

を

如

何

に

見

る

べ

き

か

。

リ

ヅ

ケ

ル

ト

に

よ

れ
ば

ω
、

現

實

的

な

る

主

観

と

し

て
存

在

す

る

も

の

は

常

に

一
個

の
個

膿

(ぎ

α
圃く
一α
量

巳
)
、

又

は

一
同

的

・
特

殊

的

な

る

一
個

の

『
我

』

㌔
9

..
で

あ

る

。

而

し

て

そ

は

蕾

に

各

々

の
主

観

に

於

け

る

が

如

く

、

必

然

的

相

關

者

と

し

て

一
の
客

観

を

要

求

す

る

の

み

な

ら

ず

、

同

時

に

叉

、

本

來

肚
會
哲
學
の
基
本
問
題

三

一
一



■

商
學
討
究

第
二
巻

(下
)

三
一
二

的
に
は
何
等

の
客
観
で

竜
な

い
と

こ
ろ

の
、

一
の
特
定

な
客
観
、
即
ち

一
の

『
汝
』
ご
d
⊆
..
詳
言
す

れ
ば

他

の

一
同

的

・
個
別
的
な
る
人
格
を
要

求
す

る
。

一
の
人
格
は
菅

に
、
事
實

上
常

に
他

の
人
格
と

の
結
合

に
於

て
生
活
す
る
の

み
な
ら
ず

、
概
念

的

(σ
。
αq
ユ
雲

。
ど

に
も

一
の
人
格
は
他
の
人
格
と

の
結

合
か
ら
分
離
さ
れ
得

な

い
。

一
者
は
他
者

な
し
に
考

へ
ら
れ
得

べ
く
竜
な

い
。
孤

立
せ
る
我

(凶ωO
一同O
「鈴O
qゆ
H6
ず
)
は

一
個

の
概
念
上

の
假
想
力
る
に
過
ぎ

な

い
の

で

あ
る
。
斯
く
し
て
倫

理
的
慣
値

の
運
載
者

た
る
自

我
若

し
く
は
人
格
は
必
然
的

に
、
肚
會
的
自
我
若

し
く

は
杜
會

的
人
格

を
表
示
す

る
も

の
と

云

ひ
得

る
。
斯
く
解
す
る
に
於

て
結
局
、
人
格

角
①
「ωα
三
四9
冨

圃什)
は

一
切

の

人
格
的

行
動

の
中

心
黙
で
あ

う
、
從

つ
て
人
格

は
濁
自

的

(o
一σq
o
諺
o
)
で
あ

る
と
同
時

に
、
肚
會
的

(。。。
風
9
一)
で
あ

る
と
云

ひ
得

る
の
で
あ
る
。

ω

蒙
。寄
さ

帥・
p
O
も
oQ匂Q・
い刈oI
い
N↑

肚
會
と
個
人
と

の
概
念

に
關

し

て
吾
等

は
舷

に
、
左
右
田
博
士
が
所
謂

る
相
關
概

念
を
思

ひ
、
肚
會
と
個
人
と

の

相
關
關
係

に
就

い
て
は
、
博

士
が
所

謂
る

二
面
的
解
繹

を
想

ひ
得

澱
で
あ
ら
う
か
。
否
な
個
人

は
創
造
者
領
値

に
係

は
ら

し

め
ら
る

㌧
に
依

つ
て
自

足
完
了
的

の
意
味
を
有
す
と

云
ひ
得

る
に
あ
ら
ず
し

て
、
却

っ
て
特

有
な
る
人
格

力

る
に
依

つ
て
、

一
面

に
は
内
的
意
味

を
有

す

る

に

よ

う
、
肚
會
を
離

れ
て
竜
其
れ
自
身

の
満

足
と
尊
嚴
と

を
享

有

も

ヤ

へ

し

、
他
面

に
は
或
る
も

の
は
直
接

に
、
或

る
も

の
は
間
接

に
肚
會
的

文
化

の
完
成

に
貢
献
す

る
竜

の
と

云

ひ
得

べ
き



で

は
な

か
ら
う
か
q
斯
く
解
す

る

に
於

て
の
み
吾
等
は
不
遇
と
迫
害
と

の
裡

に
涙

の
生
涯
を
邊
う
カ
る
多
く

の
創
造

者

、
埋
没

せ

ら

れ

だ

る

無
歎

の
民
衆

の
歴
史

的

の
意
味

を
知
う
、
内
面
的

の
慣

値
を
探
う
得

る

の

で

は

な

か
ら

う

か
。

最
後

に
吾
等
は
人
格
と
人
格
と

の
結
合

に
關
し
、
按

た
異
な

る
職
業

に
從

ふ

も

の

＼

夫

々
の
人
格

の
重
要

に
關

し

、
リ

ツ
ケ
ル
ト
か
ら
何
を
學

ひ
得

べ
き
や

を
考
察

し
な
け
れ
ば
な
ら

楓
。

リ

ッ
ケ
ル
ト
に
振

れ
ば
Qり
、

夫

々
の
人

格

は
素
質
及

び
性

の
別
に
從

ひ
、
懐

力
生
活

の
地
位

に
從

つ
て
著
し
き
差
異
が
現

は
れ
る
。
例

へ
ば
或

る
人

の
生
活

の
意
義

は
、
よ
り
多
く
將
來

財
及

び
之

れ
に
劃
す

る
無
限

の
勢
働

(O
昌
α
一〇
も自O
㌧r『げ
O
一什)
に
依

つ
て
決
定
さ
れ
、
之
に

反
し

て
他

の
人

の
生
活

の
意
義

は
、
よ
b
多
く
現
在
財
、
及

び
之
れ

に
關

す

る

特
異
的
完
全
終
結

(℃
巽
ニ
パ
巳
母
。

<
亀

自

&

言
αq
)
に
依

つ
て
決
定
さ

る

＼
結
果
と

な
り
得

る
。
之

れ
を
男
女

間
に
於

け

る

仕
事

の
差
異

に
就

い
て
見

る

に
、
男
子

の
仕
事

は
多
く
將
來
勢

働

(N
=
押
ζ
一一津
Q触騨『げ
O
一δ)
に
属
し
、
女
子

の
仕
事

は
主
と
し

て
現
在
勢
働

(Ω
。σq
。
亭

≦
碧
叶率
「び
。
δ

に
属
す

る
竜

の
で
あ

る
。
さ
う
な
が
ら
吾
等

は
、
女
子
が
將
來

財
の
完
成

に
滲
與

せ
ざ

る

の
故
を
以

て
之
れ
を
輕
く
評
債
し

て
は
な
ら

諏
。
歴
史
的

に
磯
展
す
乃
表
面
的
文
化

(O
邑印Oβ
梓一一〇ゴ
O
囚
¢
一ゴ
』噌)
に
封
す
る
仕
事

は

固

よ
う
多
く
、
男
子
に
依

つ
て
成
就

さ

れ

る

で

あ

ら
う
。
然

し
な
が
ら
女
子
は
特
異
的
完
全
終
結

(℃
騨
乱
ξ

一舞
。

<
o
F
国
昌
臼
5
ぴq
)
を
齎
ら
す
と

こ
ろ
の
現
在
財

の
領

域
に
於

て
は
、
特

に
重
要

な
る
債
値

(o
言

芝
。
δ

を
有
す
る
も

杜
會
哲
學
の
基
本
問
題

三

=
二

曳
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三

一
四

の
で
あ
る
。
叉
π
男
女

の
結
合

に
關
し

て
は
吾
等

は
之
れ
を
將
來

財

に
於

け
る
不
終
結
性

(q
旨
ー国
コ
α
=
oゴ
パ
o
一叶)
と
現

在
財
に
於

け

る
完
全
終
結

(<
。
一γ
国
コ
}

=
σq
)
と

の
結
合
な
h
と
解
す

る
に
依

つ
て
、
男
子

は
女
子
と

の
最

も
密
接
な

結

合
に
依
う
、
自

か
ら

の
不
終
結

的
全
燈

(三
臼ゐ
ロ
α
=
9
0
日
o
梓巴
犀
9、梓)

に
封
す

る
努

力
を
拠
棄
す

る

こ
と
な
し
に
、

現

在
に
於

け
る
完
全
終
結
を
戚
じ
、
反
翻

に
女

子
は
、
男
子
及

び
其

の
事
業
を
愛
す

る

こ
と

に
依

つ
て
、
自

か
ら

の

現
在
的

・
完

結
的
な
る
本
質

を
損
す

る

こ
と
な
し

に
、
將
來

に
封
す

る

一
個

の
眺
望

を
獲
得
し
、
斯
く
し

て
地
上

に

於

け
る

一
個

の
綜
合
を
構
成
す

る
も

の
と
観

じ
得

る
の
で
あ

る
。

ω

家
鼻
①き

騎。.
p
Q
"
Q。ψ
巷
㌣
1轟o凱.

斯
く

の
如
き

観
黙

に
立
ち

て
の
み
吾
等

は

一
切

の
人
格

、
從

つ
て
從
事

せ
る
職
業

の
如
何

に
關

せ
ず
、
又

た
占

め

居

る
肚
會
的
地
位

の
如
何
を
論
ぜ
ず
、
皆

一
様

に
夫

々
の
地
位
と
意
味
と
を
有
す

る
と

云
ひ
得
る

に

は

あ

ら

ざ
る

か
。
鼓
庭

に
於

て
余
は
、

一
面

に
於

て
は
左
右
田
博
士

の
論
理
に
基

づ
き
他
面

に
於

て
は

リ

ッ
ケ
ル
ト
の
思
想

に
準

撮

し
、
略
ぼ
次

の
如
き

結
論

に
達
し
得

る
と
思

ふ
。

五

不
断
な
る
文
化
の
磯
展
は
固
よ
う
超
出
し
π
る
個
人
の
創
造
に
侯
π
ね
ば
な
ら
澱
。
創
造
あ
る
に
依

つ
て
の
み
吾



等
は
間
断
な
き
文
化
の
歴
史
的
磯
展
を
認

め
得
る
。
き
わ
な
が
ら
吾
等
は

一
民
族

の
文
化
、

一
肚
會
の
文
化
が
常
に

少
数

の
天
才
的
な
る
創
造
者

に
依

つ
て
の
み
造
ら
れ
カ
と
解
し
て
は
な
ら
鳳
。
幾
千
年
後
の
今

日
猶
ほ
燦
と
し
て
古

へ
の
丈
化
を
誇
る
ナ
イ
ル
河
眸
の
ビ
ラ
ミ
ツ
ト
も
、
積
上
げ
ら
れ
尤
る
岩
石

の

一
つ

一
つ
に
竜
鯨
る
尊
き
生
命
の
犠

牲
な
く
し
て
は
築
か
れ
得
な
か
つ
虎
で
あ
ら
う
。
世
界
に
於
け
る

一
個

の
宗
敏
も
、
血
腺
き
殉
敷
者

の
群
を
想
起
せ

ず
し
て
は
其

の
歴
史
を
語
う
得
顧
で
あ
ら
う
。
同
様

に
、
今

日
の
経
濟
的
文
化
は
軍
に
少
歎
な
る
企
業
者
に
依
つ
て

の
み
完
成
さ
れ
得
な
か
つ
だ
で
あ
ら
う
。
丈
化

の
創
造
は
超
出
し
π
る
個
人

の
出
現
に
侯
穴
ね
ば
な
ら
臓
、
然
し
其

の
完
成
と
維
持
と
は
萬
衆
の
力
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
顧
。
萬
衆
を
導

び
き
、
其
の
進
路
を
誤
ら
ざ
ら
し
む
る
天
才
を
奪

敬
す
る
と
同
時
に
、
身
を
捧
ぐ
る
こ
と
に
依

つ
て
、
寧
ろ
間
接
に
、
文
化

の
完
成

に
塞
與
し

つ
＼
あ
る
萬
衆
に
劃
し

て
同

一
の
人
格
的
奪
嚴
を
忘
れ
て
は
な
ら
綴
。
各
般

の
肚
會
問
題
は
蝕
腱
に
其
の
本
源
を
有
す
る
。
從

つ
て

一
切
の

肚
會
思
想
の
批
制
者
た
う
基
準
者
π
る
肚
會
哲
學
は
、
深
く
此
の
黙
に
留
意
し
、
之
れ
に
満
足
な
る
同
答
を
與

へ
得

る
に
あ
ら
ず
ん
ば
到
底
、

一
特
殊
階
級
の
哲
學
力
る
に
と

買
凌
り
、
絶
甥
の
権
威
を
主
張
し
得
顧
で
あ
ら
う
。

若

し
夫
れ
左
右
田
博
士
に
於
け
る
如
く
、
創
造
者
債
値
と
文
化
憤
値
と
が

一
慣
値
の
爾
面
的
解
繹
な
り
と
す
れ
ば

創
造
即
文
化

の
方
程
式
が
成
立
せ
ね
ば
な
ら
漁
。
さ
う
な
が
ら

一
切
の
文
化
が
天
才
的
創
造
者

の
所
産
と
思

ひ
得
ざ

る
吾
等
は
到
底
斯
か
る
方
程
式

に
満
足
し
得
べ
く
も
な

い
。
却

つ
て
吾
等
は
創
造
者
を
竜
含
め
た
る
多
歎
人
格
の
結

肚
會
哲
學
の
基
本
問
題

三

一
五



商
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究

第
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下
)

三

一
六

合

を
以

て
文
化

の
創
造
者
で
あ
わ

、
ま

π
完
成

者

・
支
持

者
で

あ

る
と
主
張

し
控

い
。
此

の
意
味

に
於

て
肚
會

の
意

義

が
丈
化

の
完
成

に
鑑
く
と

云

ひ
得

べ
く
ん
ば
、
余

は
個
人

の
意
義

は
人
格

の
完
成

に
鑑
く
と
云

は
ね
ば
な
ら

漁
。

人
格

の
完
成

は
其

れ
自

身

一
個

の
文
化
で
な
け
れ
ば
な
ら

諏
。
完
成
し
カ
る
人
格
と
観
ず

る
に
於

て
の
み
、
肚
會
よ

b
逐
は

れ
た

る
も

の
、
若

し
く
は
肚
會

に
殉
じ
虎
る
も

の
に
毛
内
面
的
慣

値
あ

う
と
云

ひ
得

べ
き

に
あ

ら
ざ
る
か
。

リ

ッ
ケ
ル
ト
は
説

い
て

『
人
格

は
濁
自

的
で
あ

る
。
然

し
其

の
時

に
於

て
も
猶
ほ
肚
會
的
な
る
契
機

を
有
す
る
』
ω

と

云

つ
π
。
濁
自
的
な

る
も

の
(U
鋤
。。
田
σq
8
。)は
人
格

の
本
質
で
あ

る
。
而
し
て
斯
く

の
如
き

人
格
を
創
造
す
る

こ
と

は

一
切

の
丈
化

人

に
課
せ
ら
れ
カ
る
課
題
で
あ
る
。

凡
て
の
個

人
は
同
時
に
創

造
者
π
b
得

滋
で
あ
ら
5
、
然

し

一

切

の
個
人
は
同
時

に
人
格
力
る
の
望

み
を
抱
き
得

る
で
あ
ら
う
。
ナ

ト
ル
プ
が
謂

ふ
と

こ
ろ

の

『
イ
デ

ー
と
し

て
の

個

性
、

イ
デ

ー
と
し
て
の
耐
會
』
の

竜
畢
覧
此

の
意

に
解

せ
ら
る
べ
き

に
あ

ら
ぎ
る
か
。
若

し
何
人

に
て
も
創
造
者

慣

値

の
喜

び
に
與

か
6
得

る
の
望
み

あ

り

と

す

れ
ば
、
そ

れ
は
個
性

の
創

造
に
關
す

る
も

の
で

な

け

れ

ば

な
ら

顧
㈲
。

ゲ

オ

ル
ヒ

・
ブ

〃
ク

ハ
ル
ト
は
個

性

の
創
造

を
以

て
藝
術
作
品

に
喩

へ
、

『
個

々
の
人
間
は
彼

れ
自

か
ら
を

作
品
に
作

う
上
ぐ

る
こ
と
に
依

つ
て
不
滅
と

な
る
。
』
『
作

品
に
於

て
の
み
、
而
し

て
唯
だ
作
品
に
依

つ
て
の
み
、
各

個
人
は
其

の
完
全
終
結

に
達

し
、
而
し

て
其

の
限

り
に
於

て
の
み
個
人
が

一
普
遍
者
中

の
個
別
的
全
禮
と
な
う
得

る

の
で
あ

る
』
ω

と
云
つ
カ
。
人
格

は

一
面

に
於

て
濁
自
的
で
あ

る
と
同
時

に
、
他
面

に
於

て
は
肚
會
的
で
な
け
れ
ば



な
ら

澱
。
從

つ
て

一
個

の
人
格

の
出
現
と
完
成

は
う
肚
會
的
文
化

の
高
上
と
強

み
と
を
意
味

す
る
。
然

し
な
が
ら

一

切

の
人
格

は
そ

の
ま

＼
直
ち

に
肚
會
に
受

け
入
れ
ら

る

＼
も

の
で

は
な

い
。
恰

か
も
左
右
田
博
士

に
於

け
る
創

造
者

債
値

の
文
化
慣
値

に
劃

す
る
が
如
く

、
人
格

の
濁
自

的
慣

値
は
必
ず

し
も
常

に
、
直
ち

に
肚
會
的
な
る
、
若
し
く
は

超
個
的
な

る
文
化
債
値

に
調
和
す

る
の
で
は
な

い
。
吾
等

は
其
庭

に

一
個

の
肚
會
的

目
的
論

を
入
れ

て
の
み
、
是
等

爾
者

の

一
致

、
借

調
を
想

ひ
得

る

の

で

あ

る
。
人
格

の
内
面

的

・
自
足
完
了
的
意
味

が
、
究
極

に
於

て
肚
會
的
文

化

に
墾
與
す
と
想

ひ

な

が

ら

も
、
猫
ほ
且

つ
肚
會
を
離
れ
て
存

す

べ

し

と

見

る
に
於
て
、
余

は
蝕

に
、

一
個

の

8
暮
轟
臼
。けδ

ぎ

巴
甘
9
。

が
許
さ

る

＼
な

ら

ば
、
肚
會
的
文
化

よ
う
濁

立
し
、
而
か
も
究
極

に
於

て

一
致
す

べ
き

『
人
格
文
化
』
㌔

巽
。。9
=
。
穿

。
凶房
パ
`
一さ
頴
.
㈲

を
認

め
む
と
欲
す

る
の
で
あ

る
。

)(5) (4)(3)(2)(1

国

o訂

3

0っ
団
。・
8
日

山
震

国
三

一〇
8
℃
窪
P

切
阜

H
℃
目
ま

冒
びq
。
昼

お
N
ポ

ω
●
い
蕊

●

冒
舞
o
壱

"
H巳

才
崔
§

導

茸

傷

Ω
0
5
①
一塁

9

ら

楠
甘
昌
帥

お

謡

℃
ω
.
9

0
・
閾
賃
爵

冨

a
」

一
巳

守
匡
訂
ロ
日

巷

伽

老

o
岸

巴
じ
ぞ

Φ
詩

℃
国
ぎ
o
O
毎
昌
臼

。
びq
毎

σq

山
禽

内
巳
宕
H℃
三
δ
ωo
℃
三
ρ

お
8

M
Qり
・
い
い
弓

嵜

置
4
ω
.
い
タ

㌔

①
撰
α
島

。ゴ
冨

曲窟
パ
三
一亀

.
な

ろ
語
は

天

オ

に
於

け

る

国
剛農

9
ヨ
幣

犀

の

内
的

意

味

な

表

ば
す

爲

め

に

、

メ

ー

リ

ス

に

よ

つ

て

用

ひ
ら

れ

れ

(
り
。
σq
。
3

お

悼
評

団
山
●
×
炉

口

・
鴨一
H
・
ψ

い
轟
)
も

の

で
あ

ろ
。

然

し

本

篇

に
於

て
は

蛍

に
天

オ

に

の

み
限

ら

ず

、

一
切

の

入

格

の

内

的

意

味

に
解

し

t
o

從

つ
て
其

の
意

味

に

メ

ー
リ

ス

に
於

け

ろ

よ
り

も

一
層

廣

く

、

且

つ
重

要

で
あ

ろ

o

融

會

哲
學

の
基

本

問

題

三

一
七
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八

慣

値
と
文
化

と
は
鼓
庭

に
二

つ
の
方
面

に
解
繹

せ
ら
れ
得

る
ゆ

一
は
内
的

・
濁
自

的

・
自
足
完
了
的

の
意

昧
で
あ

b
、
他

は
外
的

・
超
個
的

の
意
味
で
あ

る
。

一
の
人
格

の
あ

る
と

こ
ろ
其
庭

に
吾
等
は
、

一
面

に
於

て
は
内
的

・
濁

自

的

の
慣
値
を
思

ひ
、
他

面
に
於

て
は
外
的

・
耐
會
的

の
慣
値

を
思
ふ
。
肚
會
的

の
債
値

を
文
化
慣
値
と
名

つ
く

べ

く

ん
ば

、
内
的

の
債
値
は
之
れ
を

『
人
格
憤

値
』
㌔

α
誘
α
三
8
雰

①
博富
≦
。
諄
..
eり

と

呼
ば
ね
ば
な
ら

澱
。
余

が
人
格
文

化

を
思

ひ
、

而
し
て
之
れ

を
肚
會
的
文
化

に
劉

立
せ
し

む
る
は
實

は
此

の
、
濁
自
的

な
る
人
格
慣
値
を
認

む
る
が
故

で
あ

る
。
人
格
文
化
は
内
的
債

値
の
顯
現
で
あ

う
、
肚
會
的
文
化

は
外
的
債
値

の
精
華

で
あ
る
。
畢

覚

一
切

の
慣

値

ぽ
人
格

に
集
中

し
、
而
し

て
人
格
よ
り
磯
散
す

る
。
吾
等

は
此

の
集
中

の
方
面
を
名

づ
け

て
人
格
丈
化
と
云

ひ
、
登

散

の
方
面

を
稽

し

て

肚
會
的
文
化
と
呼
ぶ
。

ジ
ム
メ
ル
の
言
葉

を

以

て
云

へ
ば
、
鼓

に
所
謂
る
肚
會
的
文
化
と
は

『
磯
表

せ
ら
れ
、
形
成

せ
ら
れ
、
理
想
的

に
存

立
し

、
而
か
も
現
實
的

に
存
在
す

る
と

こ
ろ

の

一
切

の
複
合
燈

に
し

て
、

一
時
代

の
文
化
所
有
を
構
成
す

る

と

こ

ろ

の

客
観
文
化

。ε
①
写
フ
、¢

辱
葺
罎
』
で
あ

う
、
舷

に
所
謂

る
人
格

丈
化
と
は

『
各
個
人
が
援
さ
と
深
さ

と

に
從

つ
て
夫

々
の
内
容
を
分
有

す

る

と

こ

ろ

の
主
観
文
化

。。
昌
U。
】会
く・

囚
鼻

二
「』
㈲

で
あ

る
。

一
切

の
人
格
債

値
が
究
極

に
於

て
文
化
領
値

に
照
鷹

せ
ら
れ
、
そ
れ
に
合
致
す

る
が
如
く
、

一
切

の
人
格
文
化

は
同
標

に
肚
會
的
文
化

に
件

は
ね
ば
な
ら
胆
。
唯
だ
然

し
文
化
慣
値
を
離
れ

て
濁
自
的
な

る
人
格

便
値

の
存
立
す

る
を
思
ひ
得

る
が
如
く

、
肚
會
的
文
化

を
離

れ
て
竜
猜
ほ
且

つ
人
格
文
化

の
存
立
し
得

べ
き

を
思
ひ



'

得

る

に
於

て

、

吾
等

は

肚

會

を

離

れ

て

の

孤

濁

な

る

天

才

の
意

味

と

、

創

造

に

滲

與

し

得

ず

し

て
も

猶

ほ

且

つ
濁

自

的

な

る

人

格

力

う

得

べ

し

と

の
意

に
於

て

、

世

に

埋

没

せ

ら

れ

π

る

大

衆

の

存

在

の

理

由

と

意

昧

と

を

認

め
得

る

の

で

あ

る

。

本

篇

に
於

け

る

余

が

立

論

の
慣

値

膿

系

的

根

擦

は

畢

寛

此

庭

に

存

す

る

の
で

あ

る

。

ω

㌔
。暴
9
白
穿
閃
①
一冨
ミ
o昌
、、
な
る
語
に
メ
ー
リ
ス
の

『
倫
理
學
の
問
題
』
(牢
〇三
〇
ヨ
o
◎
費

国
門巨
r

㏄
.
HO)
よ
り
得
六
う
も
の
ぞ
あ
る
。
但
し
余

は
之
れ
な
以
つ
て
生
命
そ
の
も
の
」
債
値
な
認
め
む
と
す
ろ

ご
ピ
筈
o
塁
≦
o簿
..
と
に
全
く
異
な
ろ
意
義
な
有
ぜ
し
む
ろ
o

②

QQ
ぎ
彗
oお
℃
三
δ
6
℃
げ
冨
oげ
o
内
三
巳
♪
ピ
o昼
臥
σQ
お
昌
"
ω
'
ミ
◎◎
●

個

人

と

は

人

格

の

一
面

の
解

繹

で

あ

り

、

肚

會

と

は

人

格

の
他

面

の
解

繹

で

あ

る

。

人

格

な

き

の
肚

會

を

思

ひ
得

ざ

る

が

如

く

、

肚

會

な

き

の
人

格

を

思

ひ
得

な

い
。

唯

だ

後

の
場

合

に
於

て

、

肚

會

を

離

れ

て
偉

大

な

る

人

格

を

思

ひ
得

る

は

其

の
内

面

的

意

味

に
於

て

く
あ

り

、

叉

π

猫

自

性

の
鯨

り

に

顯

著

な

る

が

故

で

あ

る

。

各

個

人

に

課

せ

ら

れ

た

る

最

高

の

課

題

は

、

如

何

に
し

て
猫

自

的

な

る

人

格

を

完

成

す

る

か

に

あ

る

。

天

才

は

創

造

に

依

つ

て

個

性

を

完

成

し

、

大

衆

は

交

互

の
奉

仕

に

依

つ

て
各

々
濁

自

的

な

る

人

格

を

取

得

す

る

。

人

は

創

造

と

奉

仕

と

に

依

つ

て
自

か

ら

の

人

格

を

形

成

し

、

肚

會

の
水

準

を

高

め

る

。

斯

く

し

て

人

格

は

各

人

の

イ

デ

ー
で

あ

う

、

規

範

で

あ

り

、

而

し

て

ま

た

同

時

に

文

化

で

あ

る

。

イ

デ

ー
と

し

て

の

人

格

を

思

ふ

と

き

其

庭

に
檬

つ

て
以

て

係

は

ら

し

め
ら

る

べ

き

何

等

か

の
内

面

的

償

値

あ

る

を

思

ひ
、

其

が

實

現

の
精

華

と

し

て

は

濁

自

的

な

る

人

格

の
文

化

を

思

は

ざ

る

を
得

な

い
。

人
格

の
内

的

慣

値

は

文

化

償

値

に

照

慮

し

、
其

の
濁

自

的

丈

化

は

肚

曾

的

文

化

に

一
致

す

る

。

斯

く

し

て

吾
等

祉
會
哲
學
の
基
本
問
題

三

一
九
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三
二
〇

は
、

一
面

に
於

て
は
左
右

田
博

士
と
共

に

『
人
格
な
き

の
文
化
慣
値
は
な
く

、
文
化
慣
値
な
き

の
人
格

は
あ
り
得
な

い
』
ω

と
云
ひ
得

る
と
同
時

に
、
他
面

に
於

て
は
ナ

ト

ル
プ
と

共
に

『
深

め
ら

れ
カ

る
佃
性

は
深

め
ら

れ
π
る
肚
會

を
、
又

反
封

に
、
深

め
ら
れ
だ
る
肚

曾
は
深

め
ら
れ

π
る
個

性
を
意
味
す

る
』
②

と

云
ひ
得

る
。
而
し

て
ま

π
余

は

此

の
意
味

に
於

て
、
ウ
ヰ

ン
デ

ル
バ
ン
ド
が
謂
は
ゆ

る

『
偉
大
な
る
人
格

は
個
人
的
要
求
を
拒
否
す

る
』
ω

と

の
言

葉

を
有
意
義

に
解
し
得

る
に
あ
ら
ざ
る
か
と
思

ふ
の
で
あ

る
ω
。

(4)(3)(2)(1)

左
右
田
喜

】
郎
著
、

交
化
債
値
と
極
限
概
念

、
大
正

十

一
年
刊

、
山
ハ
O
買

宮
讐
o
壱
噂
ぎ
伽
7
、崔
巨

筥

昌
昌
山

Ω
o
ヨ
巴
塁
9

p
津
鳩
}
ゆ
冨

お
N
♂

Oo
`
い
・

乏

ぎ
傷
o
ぎ
睾
P

両
…三
色
g
口
σq
言

a
⑦
℃
7
鵠
o
ψ
o
℃
三
P

N
・
》
ロ
自
も
目
自
げ
ぎ
『
昌

お
N
P

oQ
・
ω
轟
い
D

最
近
手

に
し
た
書

に

国
臼
ヨ
彗
昌
臼

。
舞

コ
臼
L

)
一⑦
卑

観
。・。
ゲ
?
℃
o
窪
一ω
。ゴ
o
℃
・
誘
α
巳
8
ゲ
げ
。
津

島
窃

団
げ
昌
。
。・。
℃
一・。
P

月
曽
三
コ
σq
。
p

同
o
器
.
と
云
ふ

の
が
あ

る
。
氏
は

そ
の
中

に
於

て

『
昔
等

の
目
標
は
入
格

に
在

ろ
、

而

か
も
全
く
特
定
の

入
格

に
在

る
。

然
し
な

が
ら
吾
等

が
斯

か

ろ
人
格

の

特
有
牲

に
達
し
得

る
に
唯
だ
人
格

一
般

の
何

た

ろ

や
な
解
し
得

力
時

で
あ

る
』

と

云
つ
て

ゐ
ろ

(勲

勲

O
こ
ω
・
轟
o
)
。
左

右

田
博
士

が
別

の
機

會

に
於

て
、
特

殊
な

る
丈
化

に
野
す

る
丈
化

一
般
を
力
観

ぜ
ら
れ
穴

ろ

(
明
星
、
大

正
十

二
年

一
月
號
所
載
論

丈
『
階
級

丈
化
』
)
な
想

ひ
合

に

す
時
、

右
グ

ロ
ツ

ク
ナ

ー
の
言
蜘業
は
余

に
取

つ
て
頗

ろ
興
味
深
・き
も
の
が
あ

ろ
o
余
が
前
章

に
於

て
、
濁

自
的

な

る
べ
・き
入
絡

に

}
種
の
超

人

絡
性
な

認
め
む
と
し
た

ろ
は
暗

に
.、
特

殊
入
格
な
超
越
し

た
る

『
人
格

一
般
』
弓
。
器
α
島

。
葬

。
津

讐
o
}
9。ロ
コ

な
想

ひ
得

大
が
爲

め
に
他
な
ら
な

い
。
今

妓
に
再

び
入
格

の
超
個
性
な
論

ず

る
に
於

て
、
入
絡

一
般

の
究
明
の
必
要
あ
痛

切

に
感
ず

る
の
で
あ

ろ
。

試
み

に
二
三
の
思
想

家

に
就

い
て
見

う
に
、

ラ

y
ゲ
が
所
謂

ろ

『
利
己
主
義
な
屈

服
す

る
偉
大
な

る
理
念
』

も
、
ま
六

ミ

エ
ン
ス

タ
ー
ベ
ル

ヒ
が
個
別
的
見
地

と
團
髄
的

見
地
と
が
峻
別
し

て
、

『
各
個
入
は
純
粋

な

ろ
超
個
的
意

思
を
分
有
す

る

ど

こ

ろ

の
立
揚

彪
目
指
す

べ
き
で
あ

『



■

る
。
斯

く

て
入
類
杜
會
の
究
極

の
統

率
目
標
は
、

一
切
の
個

入
が
超
個
的

意
思

に
、
換

言
す
れ

ば
純
粋
な

る
評
債

に
從

つ
て
意
欲
す

る
と
こ
ろ

の
立
揚

へ
の
推

移
で
あ

る
o

既
の
目
標

へ
近

づ
く

も
の
は
進
歩
で
あ
り

、

此
の
目
標

か
ら
遠

ざ

か

ろ

も

の

ば
退
歩
で
あ

る
』
(↓
げ
o
国
需
ヨ
鑑

.

<
巴
口
①
い"
お
H
♂

掌

蕊
Q。
)
と

云

へ
る
も
、
ま
六
自

か
ら
形
而

上
的
社
會
哲
學

者
な
り

と
構
し

つ
」
あ

る
イ

ー

・
ジ

ェ
ー

・
ア

ー
ウ
ヰ

ツ
〃
が
自

然

科
學
的

杜
會
観
な
排
し

て
、

『
眞

の
個

人
は
意
欲

す

る
と
こ
ろ
の
個
人

で
に
な
く

て
、
想
望
す

う
と

こ
ろ
の
霧
魂

で
あ

る
o

云
は

陰
個

人
に

自
我
存

求
む

う
も
の
で
は
な
く

て
、
騨

な
求
む
べ
き
で
あ

る
。

眞
の
個

人
に
自
然
的

自
我
並

に
祉
會
的

入
格
の
内
部

に
存
在
す

る
と

こ
ろ
の
精

神
的

の
實

在
で
あ

る
』

(国
●
9

d
暑
8
5

卜

団
ぼ
げ
。。o
℃
3
団

o
h
Qo
o
9
巴

弓
δ
αq
器
u
3

H
o
口
血
。
ロ

ぢ
8
"
讐
畠

。
2

唱

。
蕊

hI

目Q。
輪
)
と
云

へ
る
が

如
き
、
更

に
叉
、

『
富

と
曜

力
と
の

不
公
亭
な
分

配
か
ら
生
ず

ろ
罪
悪

と
不
幸
と
な

認
め
、

よ
り

高
き

杜
會
駿
態

へ
の
可
能
な
信
じ
、

而
し
て

そ
れ
が
逮

成

に
努

力

ぜ
む
と
欲
す

ろ
人

々
』

に
、
情
熱

に
燃
え
た

『
進
歩

と
貧
困
』

一
巻
な
贈

ら
む
と
し

れ

(

ン
リ

ー

・
ジ

ョ
ー
ジ
溺
、
肚
會

な

進
み
行
く
舟

に
喩

へ
て
、
漕

手
間

の

軋
礫
、
並

び

に
共

同
目
標
の
喪
失
ば
其
の
進
行
な
妨

ぐ
る
と

云

へ
う
が
如
き

(中
。
σq
お
。・ω
翁。
&

娼
。
く
。
N曙
"

餌
三
ゲ
o
「
圃器
畠
o
幽
●
℃
.
繊
O
)、
夫

々
不
完
全

な
が
ら
も

具
膣
的

に
、
此
の
問
題

に
鰯
れ

六
も
の
で
あ

ろ
と
思

ふ
o

吾
等
ば
個
性

没
却
の
罪
な
犯
す

こ
と
な
く

、
而

か
も
克
く
、

超
個
的

な

る
人
絡

一
般
な
認
め
れ
ば
な

ら
ぬ
。
斯
く

し
て

『
入
格

一
般
』

の
究

明
は
同
時

に
余

が
今
後
の

問
題

で

な

け
れ

ば
な

ら

ぬ
。

然

ら
ば
斯
く

の
如
き
人
格

の
立
揚

よ
わ
吾
等

は
如
何

に
し
て
克
く
、
前

に
掲
げ

π
る
が
如
き
事
實

問
題

を
解

し
得

る
か
。
個
人
と
個
人
、
個
人
と
肚
會
と

の
僧
調

に
關

し
て
は
吾
等

は
到
底

ア
ダ

ム

・
ス
ミ
ス
の
自
然

論
、
ラ
ィ
ブ

ニ

ヅ

ツ
の
形
而
上
學

に
満
足
し
得

な

い
。
又

力
個
人
意

識

に
於
け

る

一
種

の
肚
會
組

織
を
考

ふ
る
に
よ
ウ
て
自

愛
即
他

愛

の
敷
を
立

つ
る
西
田
博

士

に
、
吾
等

の
論
理
的
要
求
を
満
足
せ
し
め
得

べ
く
も
な

い
やり

。
唯
だ
舐

會
と
個
人
と
を

一
人
格

の
爾
面
と
解

す
る
に
於

て
の
み
吾
等

は
克
く
、
個
人
と
肚
會
と

の
僧
調
を

思

ひ
、
而
し

て
他

を
排

す
る

こ
と

肚
會
哲
學
の
基
本
問
題

.

三
一=

9
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三

二
二

な
し

に
克
く

、
人
格

の
濁

自
性
を
保
持

し
得

る
を
想

ひ
得

る
の
で

あ
る
。
而
し

て
吾
等
が
舷

に
雨
者

の
究
極
的

一
致

を
想

ふ
の
認
識
論
的
根
振

に
於

て
は
左
右
田
博

士
の
高
見
②

よ
う

一
歩
と
錐
竜
離
脱
す

る

こ

と

を

許
さ
な

い
の
で

あ

る
。働

U
本
融扁
第
一
章
豪多昭
…

②

左
右
田
喜

一耶
、
前
掲
書
一
四
八
ー
】
七
二
頁

然

ら
ば

次
に
服
從
と
犠

牲
と
は
之

れ
を

如
何

に
解
す

べ
き

か
。
吾
等

が

一
度

び
人
格

の
奪
嚴

に
目
醒

む
る

の
時
、

如
何

に
偉
大
な

る
人
格
と
錐
竜
他

の
人
格

を
自
己

に
服
從

せ
し

め
、
若
し
く
は
其

の
犠
牲
を
要
求

し
得

る
の
椹
利

は

先

天
的

に
あ
う
得
な

い
。
最

も
低
き
又

小
さ
き
人
格
と
錐

竜
、
吾
等

は
そ

れ
に
饗
し
て
人
格

の
自
由
と
尊
嚴

と
を
認

め
ね
ば
な
ら

澱
。
然
し
な
が
ら
低
度

の
人
格
は
文
化

の
蹄
趨
を
知
ら
ず
、
叉

力
直
接
文
化
儂

値

の
實
現

に
滲

輿
し
得

べ
仁
も
な

い
。
蝕

に
於

て
彼
等

は
何
等

か

の
意
味

に
於

け
る
服
從

と
犠
牲
と
を
杜
會
に
捧
ぐ

る

こ
と
に
依

つ
て
彼
等

自

か
ら

の
人

格
を
享

有
し
、
無
意
識
的

に
、
然

し
間
接
的

に
、
肚
會
文
化

の
完
成

に
参
與
し
得

る
の
で
あ

る
。
文
化

の
完
成
が
創

造
者

の
み

の
事

業
に
あ
ら
ざ
る
限

う
、
吾
等

は
此

の
意
味

に
於

け
る
大
衆

の
服
從
と
犠
牲

と
を
要
求
す

る
。

而
か
も
吾
等
は
自

律
的
な
る
人
格

の
立
揚

に
立

つ
の
時
、

而
し
て
又
濁
自
的
な

る
人
格
文
化

を
思
ふ
の
時
、
最

早
や
服
從

は
服
從
に
あ
ら
ず
、
犠
牲

は
犠

牲
で
な

い
。

一
切

の
人
格
的
行
動
は
自

己
目
的

(Oり
O
=∪もoぼN
'ぐ
O
O
パ
)
そ

の
も

夕

雪



の
で
あ

る
。

カ

ン
ト
は
敷

へ
て
云

つ
尤
。

『
道
徳
的
法
則

へ
の
軍
な
る
服
從

に
は
何

の
崇
高
も
伜

は
な

い
。
彼

れ
自

か
ら
同
時

に
立
法
的
で
あ
う
、
而
か
竜
唯
だ
其

の
理
由

に
基

づ
き

て
服
從
す

る
と

云
ふ
と

こ
ろ
に

の
み
、

一
切

の
人

格

は
奪
嚴
と
崇

高
と
を
有
し
得

る
』
①

と
。
斯
く

の
如
き

立
揚

に
於

て
の
み
吾
等

は
、
文
化
肚
會
に
於

て
は
絶
劃

の

服
從

、
絶
劉

の
犠
牲

を
許
さ
ず

、

一
個

の
人
格
と
錐
竜
世

に
埋
没

せ
ら

る

＼
を
許

さ
ず
と

云
ひ
得

る
の
で
あ

る
。
左

右

田
博

士
の
丈
化
主
義

に
於
け
る
所
謂

る

『
一
義
的

・
並
列
的
』

の
意
味

も
畢

覧
此

の
意

に
解

せ
ら

る
べ
き

に
は
あ

ら
ざ

る
か
。

ソ
ク
ラ
テ

ー
ス
の
毒
杯

、
基
督

の
十
字
架
竜
斯
く

の
如
き
自
律
的
人
格

の
立
場
よ
6
す

る
に
あ
ら
ず
ん

ば
吾
等

は
到
底

、
其

の
内
的

の
深
き
意
味
と
法
悦
と
を
窺

ひ
得

諏
で
あ
ら
う
。

①

渚

§

掌

O
旨

葺
巳

超

§

αQ

N
霞

寓

①
蜜

℃
ゴ
岩

涛

留

月

腔

〔け
2

(閃
①
o
置

彗

出

器

σq
菩

。
)

の
.
吋
◎。
・

最
後
に
人
格
の
自
由
と
肚
會
と
の
關
係
も
亦
π
自
つ
か
ら
解
明
せ
ら
れ
得
る
。
創
造
は
自
由
で
あ
る
。
然
し
な
が

ら
自
由
が
創
造
に
鑑
き
る
な
ら
ば
、
世

の
大
衆
は
如
何
に
し
て
此
の
自
由
を
味

ひ
得
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
否
な
吾
等

は
之
れ
を
人
格
の
自
律
的
行
動
と
解
す
る
に
於

て
の
み
、
人
格

の
自
由
と
肚
會
と
は
常
に
必
ず
調
和
を
保
つ
べ
き
も

の
と
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
肚
會
は
個
人
意
思
の
集
合
な
る
が
故
に
個
人
の
自
由
が
確
保
せ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
。

目
的
意
識
的
の
行
動
と
観
ず
る
に
於

て
の
み
人
格
の
自
由
は
保
謹
せ
ら
る
＼
の
で
あ
る
。

-

之
れ
を
近
時
の
肚
會
問
題
に
關
連
し
て
考
ふ
れ
ば
勢
働
者
は
人
格
の
自
由
を
得

ん
が
爲

め
に
不
合
理
な
る
歴
迫
よ

肚
會
哲
學
の
基
本
問
題

三
二
三
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三
二
四

わ
解
放
さ
れ
ん
と

し
、
婦

人
は
個

性
の
完
成

の
鴬

め
に
不
合
理
な

る
家
庭

よ
う

の
解
放
を
要
求
せ
ん
と
す

る
。
固
よ

う
吾
等
は

コ
ム
ト
に
於

け
る
が
如
き
意
味

の
プ

ロ

レ
タ
リ
ァ
の
文
化

、
婦
人

の
文
化

を
豫
期
す

る
竜

の
で
は
な

い
。

否
な
吾
等
は

、

プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
は
勢

働

に
依

つ
て
間
接

に
文
化

の
完
成

に
貢
献
し
、
婦
人
は
現
在
財

の
完
成
者
と
し

て
、
夫

々
代
置

さ
れ
難
き

肚
會
的

・
歴
史
的

の
意
味

と
濁
自
的

な

る

人
格
文
化
と
を
有
す

る

と
主
張

せ
ん
と
欲
す

る
。
肚
會

に
於
け
る
不
合
理

に
關
し

て
は
吾
等

は
、
何
庭
迄
竜
合

理
化

の
過
程
を
追

は
ね
ば
な
ら

澱
。
さ
う
な
が
ら

吾
等

は
、

一
面

に
於
て
は
肚
會

に
の
み
憤
値
あ
う
と
し
て
個
人

の
自
由
を
束
縛
す

る
の
ゾ

チ
ァ
リ
ズ

ム
ス
に
階
る
を

許
さ
ず

、
他
面

に
於

て
は
個
人

の
自
由

を
尊
重

す

る
の
鯨
り
、
各
人
が
皆

一
様

に
産
業

の
主
宰

者
た
る
べ
し
と

の
要

求
よ
う
、
直
ち

に
ギ
ル
ド

・
ソ
シ
ァ
リ
ズ

ム
に
走

つ
て
は
な
ら

漁
。
企
業

は
他

の
丈
化
生
活

の
範
域

に
於
け
る
と
同

様

に
、
経
濟

的
天
才

の
創

造
に
侯

π
ね
ば
な
ら

諏
。
大
衆

は
そ
れ
に
参
與
す

る
に
依

つ
て
の
み
、
経
濟
的
丈
化
慣

値

の
實

現
に
、
間
接

に
買
献

し
得

る
の
で

あ
る
。
勢

働
者

の
地
位

は
畢
覚
此

の
意

に
解
さ
る

べ
き
も

の
で

あ
り
、
而
か

も
斯
く
解
す

る
に
於

て
の
み
、
天
才

に
於

け
る
と
同
様

の
、
歴
史

的
意
味
と
人
格
的
尊
嚴
と

を
要
求
し
得

る

の
で
あ

る
。

ベ
ル

ン
シ

ユ
タ
イ

ン
等

の
カ

ン
ト
化
運
動

は
云
ふ
ま
で
も
な
く
蝕
庭

に
其

の
根
擦

を
有
す

る
の
で
あ

る
。

『
肚

會
哲
學
と
し

て

の
文
化
主
義
』

は
斯
く
解

せ
ら

る

＼
に
於

て
、
滑
極

的
に
は
、
各
人

の
存
在
理
由
を
認

め
な
が
ら
、

創

造
的

天
才

の
領
域
を
説

く

に
と

里
ま

う
、
世

の
大
衆

・
水
準
者

の
存
在
し
得

べ
き
意
昧
と
地
位
と

を
忘

れ
π
り
と
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の
非
難
を
免
が

れ
、
而
し
て
積
極
的

に
は
、

一
切

の
祉
會
思
想

の
基
準
と
な
り
、
粂

ね

て
は

『
哲
學
な
き

の
肚
會

政

策
』

に
哲
學
的
根
撮
を
與

へ
得

る
に
あ

ら
ぎ

る
か
と

思
ふ

の
で

あ
る
。

余

は
斯

く
解
す

る
に
於

て
自

か
ら
猫
断

の
迷
夢

に
襲

は
れ
物
る
に
あ
ら
ぎ
る
か
。
或
は
叉
自

か
ら
解
し
得

禿
り
と

し

て
其

の
實
何

も

の
を
も
解

し
得

ざ
る
愚

を
學

び
π
る

に
あ
ら
ざ

る
か
。
そ
は
正
に
余
が
今
後

の
深
き
省
察

と
研
鎖

と
に
侯
力
ね
ば

な
ら

綴
。
唯
だ
然
し
な
が
ら

、
余
が
如
上

の
論
構

に
し
て
幸

に
大
過

な
き

を
得

π
り
と

せ
ば
、
慣

値

の
膿

系
は
畢
寛
人
格

の
立
揚

に
於

て
、
即
ち

一
面

に
は
左
右
田
博
士
に
於

け
る
文
化
憤
値
劃
創
造
者
償
値

の
論
理
に

基

づ
き

、
他
面

に
於

て
は
リ

ッ
ケ

ル
ト
に
於

け
る
人
格
結
合

の
原

理
を
撮

取
す

る

こ
と

に
依
う

て
樹
立

せ
ら

る
べ
き

も

の
、
而
し

て
余

が
謂

は
ゆ

る
肚
會
哲
學

の
グ

ル
ン
ド
テ

ー

マ
と

し
て
の
肚
會
劃
個
人

の
問
題
は
、
鼓
虜

に
究
極

の

解
明
を
得

べ
き

に
あ
ら
ざ
る
か
と
考

ふ
る
に
過
ぎ

粗
。
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